
凡

原本用字 校訂用字

筐 旧

主ム 雖

婦 帰

埜 坐
里9 9 ＇ 9, 

売
弓91 生1 9 

発

謳 画

謳 区

偏 伝

暑 略

賦 弐

煎 "目
．
•I．』ヽ

辣 弁

窯 写

會 zェ

債 価

應 応

蚤 経

綸 絵

縣 県

一
、

以
下
は
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
所
蔵
の
『
陶
磁
器
沿
革
其
他
取
調
書』
（
写）

を
底
本
と
し
て
校
注
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

校
閲
は
有
田
町
歴
史
民
俗
資

料
館
の
尾
崎
葉
子
氏
に
よ
る
。

一
、

底
本
は
写
本
で
あ
り、

も
と
は
行
政
文
書
で
あ
っ
た
も
の
を
一

人
の
人
物
が
明
治
十
九
年
に
写
し
て
い
る
。

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
で
購
入
時
に
は
各
頁

は
裏
打
ち
に
よ
り
修
復
さ
れ
一

冊
に
装
丁
さ
れ
て
い
た
。

寸
法
は
縦
二
十
四
セ
ン
チ
横
十
六
セ
ン
チ。

一
、

原
本
に
は
カ
ナ
に
濁
点
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が、

読
み
易
さ
に
配
慮
し、

こ
こ
で
は
濁
点
を
補
っ
た
。

一
、

校
訂
に
あ
た
っ
て、

用
字
は
原
則
原
本
ど
お
り
と
し
た
が、

次
表
の
と
お
り
一

部
常
用
の
も
の
を
用
い
た
。

一
、

内
容
に
あ
た
り
易
い
よ
う
に
頁
各
に
タ
イ
ト
ル
を
付
記
し
た
。

原
本
に
は
こ
れ
は
な
い
。

史
料
紹
介

『
陶
磁
器
沿
革
其
他
取
調
書』
（

写
）
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陶器沿革史

（
中
表
紙）

紀
元
二
千
五
百
四
十
六
年

?-作
亭
誰
山
之
僧
智
倦
也

羹
然
臨
於
泉
上
者
酔
翁
写
也

陶
磁
器
沿
革
其
他
取
調
書

陶
器
沿
革
史

夫
レ
製
陶
ノ
事
タ
ル
大
古
ハ
選
タ
リ
人
類
ア
リ
シ
ョ
リ
其
火
食
ス
ル
モ
ノ
ハ
埴
土
ヲ
採

リ
土
缶
ヲ
造
リ
以
テ
之
レ
ガ
用
ヲ
為
サ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
人
皇
ノ
始
二
方
リ
丹
生
川
上
二
於
テ

天
神
地
祇
ヲ
祭
祀
シ
椎
根
津
彦
（
人
名）
ヲ
シ
テ
香
具
山
ノ
土
ヲ
採
リ
平
査

巌
兌
ヲ
造
ラ
シ
ム
ル
ノ
事
ハ
載
テ
書
記
ニ
ア
リ
又
夕
姓
氏
二
土
師
ア
ル
ハ
因
テ
来
ル

所
ノ
モ
ノ
久
シ
之
レ
粘
土
ヲ
涎
埴
シ
テ
器
物
ヲ
製
造
ス
ル
ノ
職
ヲ
奉
ス
ル
モ
ノ
ノ
姓
氏

ニ
シ
テ
后
チ
ニ
出
雲
ノ
人
野
見
宿
補
二
賜
フ
所
ノ
モ
ノ
モ
亦
是
レ
ナ
リ
其
民
間
二
在

ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
僧
行
基
（
豆
□
雰
豆
言
韮
寂
滅）

世
之
ヲ
称
シ
テ
行
基
焼
卜
云
フ
然

リ
而
シ
テ
此
レ
所
謂
土
缶
（
ポ
ソ
ト
リ
ー）
ナ
リ
其
釉
料
ヲ
施
シ
表
面
ヲ
装
飾
ス
ル
ガ
如

キ
ハ
之
ヲ
支
那
に
学
ビ
得
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
嵯
峨
天
皇
弘
仁
六
年
尾
張
国

山
田
郡

今
春
日
井）

（
郡
卜

改
ム

人
部
乙
麻
呂
等
三
人
韓
国
ヨ
リ
学
ビ
得
タ
ル
所
ノ
陶
器
ハ
今

得
テ
見
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ

貞
応
二
年
北
條
氏
ノ
時
二
方
リ
京
師
ノ
人
加
藤
四
郎
左
エ
門

二
入
リ

ノ
法
）

号
ト
ス

（
彼ノ
寧
宗ノ
）

嘉
定
十
六
年
也

弘
仁
六
年
乙
麻
呂
等ノ
航ス
ル
所ハ
韓
国
ナ
リ
ヤ
或ハ
）

ぷ嘩山
ナ
ラ
ン
之
ヲ
唐
ト
ス
レ
バ
彼
憲
宗ノ
元
和
十
年
ナ
リ

姓
名ノ
上
下
ヲ
省
キ
）

宋

盃巴
二
之
ヲ
藤
四
郎
卜

云

彼
地
二
留
ル
四
年
製
陶
ノ
業
ヲ
学
ビ
得
テ
而
シ
テ
帰
リ
山

城
国
深
草
二
於
テ
始
テ
之
ヲ
造
リ
後
尾
張
国
山
田
郡
瀬
戸
村
二
居
住
シ

皆
釉
料
ヲ
施
シ
光
澤
ア
ル
ノ
陶
器

永
正
年
中
室
町
氏
ノ
世
二
方
リ
京
師
二
楽
焼
ア
リ
（
明
人
阿
米
夜ノ

）

帰
化
シ
テ
作
ル
処
卜

云

仝
年
長
門

後
堀
河
天
皇
ノ

又
後
柏
原
帝
ノ

其
製
造
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
今
尚
ホ
存
在
シ
テ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
（
□
5
偉
叩
万
彗口
屁
塁戸
叩
更呑

誓
「フ
ア
リ
リ
ア
ン
ス」
）

（
ナ
リ

1. 紀元二干五百四十六年とあるが、 皇紀元を紀元前660年と明治5年に定めたことから 、 紀元2546年は西暦1886年：明治
19年のこと。

2. この二行の意味するところは 、 南宋の詩人欧陽脩（雅号酔翁）に自らをなぞらえ、 酔翁が写したということを述べてい
る。年号をタイトルの間に嘗体を変えて挿入している。

3. ポットリ ー （英語pottery）。 ここでは土器や陶器を意味している。
4. ファリリアンスとは英語faience ファイアンスのこと。ここでは施釉陶器を意味している。
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陶器沿革史

（
太）

国
阿
武
郡
萩
二
於
テ
萩
焼
ア
ル
モ
皆
釉
料
ヲ
施
ス
モ
ノ
ニ
出
ツ
唯
祥
瑞
五
郎
大
夫

二
黒
赫
石

伊
勢
ノ
国
松

）

（
坂
ノ
人
ナ
リ
ト

云世
二
謂
フ
所）

（
絵
薬
ナ
リ ノ

製
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ

テ
陶
窯
ヲ
再
興ン
鹿
背
山

）

焼
卜

云
フ
此
祥
瑞
ノ
創
起
ス
ル
也
卜

云

祥
瑞
五
郎
太
夫
ハ
永
正
十
年
即一

k

明
ノ
武
宗
正
徳
八
年
二
帰
国
ス

ヲ
以
テ
之
二
画
キ
其
釉
料
ヲ
施
ス
モ
ノ
極
テ
我
有
田
磁

器
二
似
タ
ル
ヲ
以
テ
世
或
ハ
我
ガ
有
田
磁
器
ノ
祖
ナ
ル
ヲ
疑
フ
モ
ノ
ア
ル
モ

祥
瑞
ノ
磁
器
ヲ
製
ス
ル
時
卜
我
有
田
白
磁
懺
ヲ
発
見

ス
ル
ノ
時
ト
ハ
其
間
年
月
甚
ダ
差
異
ア
リ
テ
隔
絶
ス
（

世
二
謂
フ
所
ノ
如
ク
祥
瑞
ハ
其
磁

）

石
ヲ
明
二
採
リ
製
ス
ル
所
卜

云
フ
或
ハ
然
ラ
ン

爾
後
我
国
二
於
テ
製
陶
ノ
事
業
盛
二
世
二
行
ハ
ル
ハ
其
起
原
慶
長
年
間
豊
臣

氏
征
韓
ノ
役
二
因
由
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
此
ノ
時
二
嘗
リ
遠
征
ノ
諸
将
彼
地
二
於
テ
製
陶
ヲ

能
ク
ス
ル
モ
ノ
ヲ
将
テ
帰
リ
各
其
領
地
二
就
キ
陶
窯
ヲ
起
サ
シ
ム
仝――一
年
加
藤
氏
（□）

其
領
地
肥
後
二
於
テ
陶
窯
ヲ
起
ス
此
二
於
テ
高
田
焼
ノ
称
ア
リ
此
年
黒
田
氏
（虹飼）

ハ
筑
前
二
於
テ
陶
窯
ヲ
起
ス
是
二
於
テ
高
取
焼
ノ
称
ア
リ
同
五
年
細
川
氏
（
鱈）

ハ
豊
後
二
於
テ
陶
窯
ヲ
起
ス
是
二
於
テ
上
野
焼
ノ
称
ア
リ
其
他
薩
摩
ノ
壺
屋

ノ
如
キ
モ
亦
夕
然
リ
島
津
氏
ノ
率
テ
帰
ル
所
ノ
モ
ノ
ト
ス
萩
焼
又
韓
人
ノ
再
ビ
興
ス

（
伴）

所
卜
云
フ
（
呼
ば
碑
尼

是
レ
皆
ナ
帰
化
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ニ
有
ラ
ザ
レ
バ
即
浮
囚
ノ
徒
タ
リ
然
リ

而
シ
テ
其
製
器
タ
ル
各
其
ノ
地
二
就
キ
採
ル
所
ノ
土
色
二
従
ヒ
其
色
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
未
ダ

曽
テ
其
白
磁
ア
ル
ヲ
見
ズ
是
レ
我
国
未
ダ
白
磁
懺
ヲ
発
見
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
然
ル
ニ

元
和
寛
永
ノ
頃
二
至
リ
我
有
田
二
於
テ
始
テ
白
磁
磯
ヲ
泉
山
ノ
地
二
発
見
セ

シ
ョ
リ
大
二
我
国
磁
器
ノ
面
目
ヲ
一
新
シ
青
花
ヲ
描
キ
采
絵
錦
繍
ヲ
施
シ
五

（
燦）

色
爛
漫
金
碧
目
二
簗
タ
リ
後
世
終
西
洋
諸
国
二
於
テ
古
伊
萬
里
ノ

伊
万
里
ハ
地
名
ナ
リ
有
田
ヲ
距
ル
東
北
三
里
此
ヨ
リ
是
ヨ
リ
海
路
諸
国
ニ

（

（

搬）

）

運
般
ス
ル
ノ
海
港
ト
ス
今
其
ノ
港
名
ヲ
以
テ
我
磁
器
ノ
名
二
冒
ス
ナ
リ

特
リ
白
磁

美
名
ヲ
博
ス
所
以

所
謂
ポ
ル
ス

）

（
ー
ン
是
レ
ナ
リ

（
天
保
年
問
大
和

国
奈
良
ノ
傍
二
於

ノ
モ
ノ
ハ
従
来
我
泉
山
ノ
硼
石
（
鰐
謬
析）
ハ
其
質
堅
牢
ニ
シ
テ
以
テ
大
壺
巨
罐

（
校）

ヲ
摸
造
ス
ベ
ク
而
シ
テ
之
二
施
シ
其
釉
料
ト
ナ
ス
ベ
キ
妬
石
ノ
如
キ
モ
極
テ
精
良
ナ
ル
ヲ
以
テ

其
支
那
二
於
テ
出
藍
ノ
名
誉
ア
リ
テ
而
シ
テ
特
リ
美
ヲ
西
洋
諸
国
二
檀
二

5 文禄・慶長の役（壬辰．丁酉の倭乱）を征韓とあらわしている。 この表現については、 当時の日本における歴史認識に
よるものであり、 ここでは原文のまま掲載したが、 節者は征韓の認識にたつものではない。

6. 山口県萩の陶磁器生産が、 文禄・慶長の役以前にもあったとする見方による。
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陶器沿革史

其
朝
鮮
人
二
因
故
ア
ル
モ
ノ

所
以
ナ
リ
而
シ
テ
我
有
田
ノ
起
原
ヲ
考
ル
ニ
又
夕
其
原
ヲ
征
韓
ノ
役
二
発
シ

旧
領
主
鍋
島
家

鍋
島
直
茂
卜
云
フ）

（
旧
領
主
ノ
始
祖

彼
ノ
遠
征
ノ
役
二
従
ヒ
朝
鮮
二
入
リ
其

凱
旋
ス
ル
ニ
及
テ
従
ヒ
帰
ル
処
ノ
韓
人
甚
ダ
多
ク
後
帰
化
シ
テ
肥
前
国
二
散
在
シ
其

佐
賀
郡
金
立
山
字
熊
山
ニ
ア
ル
モ
ノ

熊
山二
在

）

（
ル
モ
ノ
ハ
金
氏

内
二
移
ル
其
子
孫
今
二
考
ル
ニ
由
ナ
シ
小
城
郡
多
久

後
二
松
浦
郡
山
形
山
字
藤
河

7

 

（
大
口
山、
高
麗
谷、
唐
人
古
場、

一

保
四
郎
等ハ
皆
曽
陶
窯
ヲ
起
ス
モ
ノ
ト
ス

李
三
平
卜
云
フ
后
其
ノ
朝
鮮二
居
ル
ノ

二
在
ル
モ
ノ
（
所
ノ
村
名
ヲ
採
リ
金
江
ヲ
以
テ
氏
ト
ス

（
マ
マ）

郡
武
雄
字
字
内
田
二
在
ル
モ
ノ
（
疇
疇
町
認
瓢
厨
信
鱈
芦
直
5
深
海
ヲ
以
テ
氏
ト
ス
）

後
二
有
田
郷
字
乱
橋
二
移
ル
杵
島後

二
字
稗
古
場

二
遷
ル
之
ヲ
慶
長
ノ
未
年
ヨ
リ
元
和
寛
永
ノ
間
ト
ス
是
レ
皆
ナ
製
陶
ヲ
以
テ
業
ト
ナ
ス
モ
ノ

ナ
リ
此
ノ
時
二
嘗
リ
今
ノ
有
田
ヲ
田
中
村
卜
称
シ
深
山
絶
谷
ニ
シ
テ
僅
二
松
浦
郡
平

戸
ヨ
リ
杵
島
郡
ノ
地
方
二
通
ズ
ル
道
路
ア
リ

ヲ
製
ス

今
思
フ
ニ
其
薪
水二
便

ノ

ごノ
ル
ヲ
以
テ
移
ル
モ
ノ
ノ
如
シ

口
碑二
偲
フ
旧
道
路ハ
今
之
ヲ）

丘臨
道
卜
称
ス
ル
所
是
ナ
リ
ト

二
在
ル
所
ノ
李
氏
参
平
ナ
ル
モ
ノ
渓
二
沿
ヒ
遡
リ
テ
字
白
川
二
於
テ
陶
窯
ヲ
築
キ
磁
器

又
夕
字
板
川
内
村
二
於
テ
窯
ヲ
築
ク

是
レ
我
ガ
泉
山
ノ
磁
磯
ヲ
発
見
シ
始
テ
白
磁
ヲ
製
ス
ル
所
ト
ス

其
乱
橋

而
シ
テ
其
地
極
テ
僻
遠
ナ
ル
ヲ
以
テ
後
二
字
小
樽
二
磁
窯
ヲ
移
シ
之
ヲ
新
窯
卜
云
フ

百
間
釜
卜
云
フ
其
跡）

（
存
ジ
テ
今
猶
ヲ
ア
リ

今
土
中
ヨ
リ
得
ル
所
ノ
磁
器
□

―

ご
泉
山
ノ
破
石
タ
ル
ヲ
証
ス
ベ
キ
ア
リ

今`

 

爾
后
存
廃
常
ナ
リ
処
々
廃
窯
ノ

然
リ
而
シ
テ

称
シ
テ
新
釜
卜
云
フ
モ
今
在
ル
所
ノ
磁
窯ハ
文
化
七
年

一

築
ク
所ニ
シ
テ
其
以
前
巳二
新
釜
ノ
称
ア
リ
テ
此
地
ノ
字
ト
ナ
ル
也

（
現
時
存
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
泉
釜、
中
椋
釜、
小
栢
新
釜、
前
釜、
西
登、
大
樽
釜、
）

跡
ア
リ

白
焼
釜、
稗
古
場
釜、
岩
谷
川
釜
等、
是
ナ
リ

己）

唯
李
氏
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
我
有
田
二
於
テ
モ
己
二
群
居
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
見
ル
ベ
シ
其
他
各
所
二
散
在
シ

伊
萬
里
郷
二
四
ヶ
所
有
田
郷
二
七
ヶ
所
ア
リ
テ
所
在
往
々
山
林
ヲ
濫
伐
シ
其
窯
ヲ
蝦
ク

ヲ
シ
テ
大
二
其
人
員
ヲ
沙
汰
シ
朝
鮮
人
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
製
陶

二
従
事
ス
ル
モ
ノ
男
女
八
百
餘
人
（
這
詞
辱
言
□
訊）

ノ
業
ヲ
廃
止
セ
シ
ム
是
レ
我
人
民
ノ
彼

ノ
朝
鮮
二
従
ヒ
其
工
業
ヲ
博
習
シ
所
在
ノ
山
林
ヲ
盗
伐
ス
ル
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
然
卜
雖
モ

（
此
ノ
時二
当
リ
李
三
平
ノ
如
キ
三
四
十
人
ア
リ
ト
云
フ
或ハ
硼
採ニ

―

従
事
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
製
陶
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
此
レ
是
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
云
フ
ナ
リ

在
テ
其
業
ヲ
世
ニ
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
ハ
多
久
長
門
守
ノ
符
信
ヲ
輿
へ
留
リ
住
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
ス

老
多
久
氏
（
誌
言
云
フ）

ノ
薪
材
ト
ナ
ス
ヲ
以
テ
寛
永
十
四
年
旧
領
主
鍋
島
家
（
此
時
二
代
勝
茂
世
ヲ一

襲
ク
時
ト
ス

其
家

或
ハ
此
地
ニ

7. 大口山とあるが 、 大山古窯（多久市西多久町大字板屋）のことであろう。
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陶器沿革史

今
蕊
明
治
十
九
年

ヲ
去
ル
ニ
百
四
十
年

（
南
川
原
酒
井
田
柿
右
エ

門
ノ
如
キ
ハ

其
業
ヲ
大
城
々
中、）

器
臣
氏
ノ
陶
器
師
高
原
五
郎
七
二

学
ビ
得
タ
ル
モ
ノ
也

此
ノ
時
二
常
リ
テ
ヤ
白
磁
二

青
花
ヲ
画
ク
ハ

論
ヲ
侯
タ
ズ
氷
紋
ヲ
青
磁
二

現
ハ
シ
模
型
ヲ
白
磁
二
施
シ
之
レ
ガ
画
様
二

換
ル
等
ハ

尽
ク
具
備
セ
リ
然
レ
ド
モ
唯
金
銀
及
ビ
他
ノ
礁
属
ヲ
以
テ
磁
器
二

画
キ
采
絵
錦

紋
ヲ
現
ハ
ス
ノ
方
法
ハ
未
ダ
曽
テ
有
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
然
ル
ニ
伊
萬
里
ノ
人
東
島
徳
左
エ
門

ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
始
テ
其
方
法
ヲ
長
崎
来
紬
支
那
人
総
官
(
”
杖
り
正
5口
竺バfltロス）
二

得
テ
帰

リ
テ
之
ヲ
有
田
郷
南
河
原
山
酒
井
田
氏
二
偲
フ
（
麟
項
“
tHt
畔
麟
戸
這
疇
二
芦
云
フ）

因

テ
隈
試
ル
モ
成
ラ
ズ
爾
来
呉
洲
権
兵
衛
卜
共
二

試
ミ
得
ル
所
ア
リ
ト
云
フ
是
二

於

テ
其
製
ス
ル
所
ノ
磁
器
二

施
シ
齋
シ
テ
長
崎
二

至
リ
之
ヲ
支
那
人
（
恥
填
tr
ノ）
ニ

（
成）

売
輿
ス
是
レ
我
磁
器
ヲ
異
邦
二
貿
易
ス
ル
嵩
矢
ト
ス
是
レ
実
二

正
保
三
丙
戊
六

月
上
旬
ナ
リ
ト
ス
（
峨
詞謬
疇
コ
言
直
疇
琴
闘
頑
鱈
言
竺
年
也）

其
翌
正
保
四
年
八
月

鍋
島
家
領
内
製
陶
ヲ
以
テ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
総
テ
百
五
十
五
戸
又
夕
磁
器
ヲ
製
ス
ル
ノ
器

械
（
疇
胃）

百
五
十
五
個
ア
リ
ト
云
フ
是
二

於
テ
我
有
田
白
川
ノ
外
管
内
十
三
ヶ
所
ヲ
以
テ

磁
器
ヲ
製
ス
ル
地
卜
定
メ
シ
ム
是
レ
内
外
陶
山
ヲ
区
別
ヲ
ナ
ス
ノ
始
ト
ス
ベ
シ
（
口
遭
謬
履号
今ヲ

（
市）

以
テ
之
ヲ
考
フ
レ
バ

外
尾
山、

應
法
山、

廣
瀬
山、

黒
牟
田
山、

南
川
原
山、
一

ノ
瀬
山、

大
川
内
山、

筒
江
山、

弓
野
山、

8
 

志
田
山、

吉
田
山、

吉
田
山、

内
野
山、

計
十
三
ヶ
所
ト
ス
又
夕
志
田
東
山
ア
ル
モ
東
山
ハ
正
徳
享
保
ノ
間
二

始
テ
窯
ヲ

麟
認
聾
疇
琵
疇
ど
ノ
ノ
如
シ）

此
外
山
ノ
如
キ
モ
亦
外
山
大
外
山
等
ノ
称
ア
リ
テ
我
有
田
ノ
懺
石

ヲ
採
ル
モ
ノ
ア
リ
或
ハ
其
残
餘
ノ
石
礫
ヲ
以
テ
製
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
又
夕
其
残
餘
卜
雖
モ

採
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
其
制
度
後
世
二
成
ル
ト
雖
モ
概
ネ
其
釆
邑
ノ
区
画
二
因
テ
定
ル
モ
ノ
ノ

如
シ
松
浦
郡
有
田
郷
外
尾
山
應
法
山
廣
瀬
山
黒
牟
田
山
南
川
原
山
伊

(
rli
ノ
）

萬
里
郷
大
川
内
山一
瀬
山
ハ
仝
ク
本
家
鍋
島
氏
ノ
領
地
タ
リ
是
レ
其
採
ル
所
ノ

モ
ノ
差
異
ア
ル
モ
皆
我
有
田
ノ
礁
石
ヲ
以
テ
製
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ト
ズ
是
レ
ヲ
外
山
卜
云
フ
其

他
杵
島
郡
筒
江
山
弓
野
山
小
田
志
山
ハ
家
老
武
雄
氏
ノ
采
邑
タ
リ
因
テ

泉
山
ノ
碩
石
ヲ
採
ル
ヲ
許
サ
ズ
唯
筒
江
山
ハ
毎
年
硼
石
千
庖
（
立
賛i)

ヲ
採

ル
ヲ
許
ス
又
夕
志
田
東
山
ハ
本
家
鍋
島
家
ノ
領
地
タ
ル
モ
其
創
業
後
世
ニ

8 吉田山が重複している 、 小田志を書き写しそこねたものと想像される。
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採
ル
ヲ
許
サ
ズ
藤
津
郡
嬉
野
内
野
山
モ
亦
本
家
鍋
島
ノ
領
地
タ
ル
モ
其
製
ス
ル

所
粗
悪
ナ
ル
ヲ
以
テ
採
ラ
ズ
仝
郡
吉
田
山
ハ
本
家
鍋
島
家
ノ
分
領
ス
ル
地
ニ
シ
テ
毎

（
川）

年
五
百
庖
（
詞
翻
戸
千）
ノ
礁
石
ヲ
採
ル
ヲ
許
ス
之
ヲ
大
外
山
卜
曰
フ
中
二
付
キ
大
河
内
山

ハ
特
リ
鍋
島
家
ヨ
リ
土
物
ヲ
幕
府
へ
献
ス
ル
ノ
磁
器
ヲ
製
ス
ル
ノ
地
ト
ナ
シ
其
硼
石
ノ

採
繋
ス
ル
ノ
坑
ア
リ
テ
（
直
頭
戌）

又
夕
其
臣
副
田
張
三
郎
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
シ
テ
其
事
ニ

幹
タ
ラ
シ
メ
其
職
ヲ
世
、
ス
其
製
ス
ル
所
ノ
蓋
盤
等
ハ
我
有
田
(
[
叫）

卜
雖
モ
得

祠）

（
制）

テ
摸
造
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
製
度
ナ
リ
（
這
遣
畔
直
豆
認
闘

唸謬
閏
這
“ル
ト
云
フ）

明
暦
二
年
ハ

巳
二
山
林
ノ
制
度
ヲ
定
メ
又
夕
車
税
（
疇
疇
“
竺町
疇
フ）
ノ
設
ア
リ
（
四
四
謡
麟
り
豆
駆

芦
輝
慣
竺）

是
二
於
テ
ヤ
我
有
田
ノ
磁
器
ハ
已
二
諸
国
二
伝
播
シ
殊
二
江
戸
（
東
京）

（
佑）

ニ
於
テ
磁
器
ヲ
販
売
ス
ル
ノ
商
戸
ア
リ
テ
寛
文
年
中
江
戸
ノ
商
佑
伊
万
里
屋
五

郎
兵
衛
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
仙
豪
伊
達
家
ノ
嘱
托
ヲ
得
テ
来
リ
有
田
二
於
テ
磁
器
ヲ

造
ラ
シ
ム
然
レ
ド
モ
其
意
二
適
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
因
テ
留
ル
ニ
年
後
チ
ニ
辻
喜
三
エ
門
ノ
製

（
謳
疇
目）
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
将
テ
帰
リ
伊
達
家
二
遺
ル
伊
達
家
之
ヲ
御
所
及
ビ
仙
洞
御

所
二
献
ズ
ル
コ
ト
ア
リ
テ
遂
二
後
世
宮
中
日
御
ノ
磁
器
ヲ
調
進
ス
ル
端
緒
ト
ナ
ル
（
瞑
正

調
進
ノ
磁
器
ハ

何
年
二

始
ル
ヲ
詳
ニ
セ
ザ
ル
モ
辻
氏
ノ
職
ヲ
世
ニ
ス
ル
所
也

（
き

）

安
永
三
年
辻
氏
五
世
喜
平
治
ヲ
以
テ
常
陸
ノ
大
橡
二

叙
任
ス

吉
太
夫
等
ア
リ
テ
磁
器
ヲ
諸
国
二
販
売
シ
殊
二
長
崎
港
二
於
テ
支
那
和
蘭
二

貿
易
ス

布
ク
此
時
避
テ

）

国
ヲ
脱
シ
来
ル
モ
ノ
也
卜
云

此
ノ
時
中
ノ
原
町
長
右
エ
門

仝
十
二
年
ハ
我
有
田
二
於
テ
赤
絵
町

（
鯰§
 

然
レ
共
其
ノ
異
国
貿
易
ノ
如
キ
ハ

報
恩
寺
鎧
銘
二

中
野
原
長
右
エ

門

一

ご
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、

此
人
ナ
リ
ヤ
究
文
年
間
ノ
人
ナ
リ
ト
ス

（
認）

等
ノ
称
呼
ア
リ
テ
金
鎖
エ
（
疇
遣
疇ノ）
ノ
有
ル
所
ヲ
以
テ
町
名
二
冒
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

（
稗）

銘
二
云
フ
上
幸
平
山
大
樽
山
下
幸
平
山
白
川
村
冷
古
楊
）

赤
絵
町
中
野
原
町
岩
谷
川
内
山
等
ノ
称
呼
ア
リ

僅
々
ノ
事
タ
ル
ニ
過
ギ
タ
ル
ベ
シ
是
レ
ヨ
リ
四
十
餘
年
ヲ
経
テ
享
保
年
中
我
有
田

9

（
右）

大
樽
町
二
於
テ
豪
商
富
村
勘
左
エ
門
ア
リ
（
彗
閏
疇
長
紅
譴
望
乙
訂
豆
こ
詮
年
中
島

10

（
左）

（
釦

赤
絵
町
嬉
野
次
郎
右
エ
門
卜
計
リ
（
麟
式
冗
畔
民
砂
冠
碑
げ
這ノ
所

成
リ
其
西
山
ハ
分
家
鍋
島
氏
（
鱈
這
卜）
ノ
領
地
二
係
リ
共
二
我
有
田
ノ
礁
石
ヲ

9. 

10. 

富村勘右衛門のこと。

嬉野次郎左衛門のこと。
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麟
麟
頑
リ）

長
崎
港
二
至
リ
幕
府
ノ
厳
禁
ヲ
犯
シ｛
精
二
印
度
地
方
二
在
テ

我
磁
器
ヲ
販
売
シ
嬉
野
氏
ヲ
シ
テ
其
事
二
幹
タ
ラ
シ
ム
仝
十
年
其
事
遂
二
発

覚
シ
幕
府
ノ
獄
二
下
ル
是
二
於
テ
勘
右
エ
門
亦
免
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
リ
腹
ヲ
屠
テ
死
ス

此
年
五
月
廿
日
夕
次
郎
左
エ
門
獄
中
二
在
テ
之
ヲ
聞
キ
慨
然
ト
シ
テ
曰
嗚
呼
我
ヲ
以
テ

12（
高
村）

遂
二
逮
累
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
乎
事
遂
二
冨
田
氏
二
及
バ
ズ
自
ラ
刑
二
就
ク
此
レ
十一
月
十
八

日
ト
ス
西
暦
千
七
百
廿
五
年
（
豆
芦
□
[
竺
去ル）
ニ
シ
テ
英
国
二
於
テ
「
シ
レ
ツ
キ
ス」
ヲ
施
シ
タ
ル

ャ
リ
ア
ン
ス」
「
ピ
ー
ヌ」
ヲ
製
出
ス
ル
年
ニ
シ
テ
佛
国
「
セ
ー
ブ
ル」
二
於
テ
「
ポ
ル
ス
レ
ー
ン」

ヲ
製
出
ス
ル
年
ヲ
去
ル
前
十
六
年
ナ
リ
今
考
ル
ニ
西
洋
二
於
テ
専
ラ
古
伊
萬
里
ノ
美

名
ヲ
博
取
ス
ル
モ
ノ
ハ
嬉
野
氏
ノ
齋
ス
所
遂
二
西
洋
諸
国
二
偲
播
シ
嬉
野
氏
ノ

誅
セ
ラ
ル
ニ
及
テ
復
夕
絶
テ
其
事
ヲ
為
ス
モ
ノ
ナ
シ
是
レ
其
磁
器
ノ
彼
地
二
於
テ
益

貴
重
ナ
ル
所
以
ナ
リ
爾
后
二
十
四
年
暦
年
間
ヲ
我
有
田
百
事
ノ
制
度
ヲ
椅

正
ス
ル
ノ
期
ト
ス
窯
税
（
立這
云
フ）

等
如
キ
モ
此
時
改
革
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
同
十
三
年
二
製

陶
ノ
業
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
（
に
口
謡
汎）

其
敷
百
八
十
個
ナ
ル
ヲ
猶
此
年
火
口
名
代
ノ
名
称

ヲ
以
テ
増
加
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
安
永
年
中
泉
山
二
於
テ
新
窯
ヲ
築
造
ス
（
是
ヲ
新
窯
卜
云
フ）

（
本
業
二

）

準ス
ル
者

此
ノ
時
二
当
リ
肥
後
国
天
草
郡
二
於
テ
新
陶
窯
ヲ
起
サ
ン
ト

ス
ル
ノ
計
画
ア
リ
（
雙
謹
疇
疇
詞
コ
疇
器
ヲ
製セ
ン
ト
ス
）

天
草
郡
磁
禍
ノ
発
見
ハ
此
時
二
在

ル
モ
ノ
ノ
如
シ
是
二
於
テ
藩
吏
我
有
田
製
陶
ノ
秘
訣
彼
地
二
偉
播
シ
我
磁

器
ヲ
模
造
ス
ル
事
ア
ル
ハ
我
有
田
ノ
工
業
衰
類
セ
ン
コ
ト
ヲ
患
ヒ
（
瞑
い
謬
疇
阿
戌
紅
疇
巳
硼

汀
口）

殊
二
金
銀
及
ビ
釆
絵
ヲ
磁
器
二
飾
粧
ス
ル
工
事
ノ
如
キ
ハ
最
モ
隠
秘
ス
ル
所

ニ
シ
テ
其
規
約
ヲ
設
ク
ル
モ
ノ
厳
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
此
時
二
嘗
リ
金
績
工

ヲ
以
テ
業

赤
絵
屋

）

（
ナ
ル
モ
ノ

ト
ス
ル
モ
ノ
現
時
十
六
戸
ア
リ
因
テ
此
ノ
戸
数
ヲ
定
メ
戸
主
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
父
兄
子
弟
卜
雖
モ

其
方
法
ヲ
偉
授
セ
ザ
ル
等
ノ
盟
約
ヲ
ナ
ス
其
製
陶
ノ
本
業
二
従
事
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
キ
モ
亦

厳
戒
ス
ル
所
ア
ル
ベ
シ
然
ル
ニ
是
ヨ
リ
十
餘
年
ヲ
出
ズ
シ
テ
我
有
田
ノ
磁
工
勇
七
ナ
ル
モ
ノ
国

ヲ
脱
シ
尾
張
国
春
日
井
郡
瀬
戸
村
二
至
リ
我
製
陶
ノ
秘
訣
ヲ
偲
ル
ル
コ
ト
ア
リ

「
ダ
ン
ド
ル」

「

フ

11. 富村勘右衛門らの一件については明治二十年緒言の『制度考』第拾七章「異国貿易ノ事」と極めて類似した表現となっ
ている。 原典あるいは箪者が同じなのであろう。 前山博校訂『制度考j

12. 冨田ではなく富村の写しまちがいであろう。
この嬉野次郎左衛門の刑死顔末および、 富村勘右衛門の切腹の一件については、 実際の罪状は朝鮮国へ渡り、 禁制品で

あった人参を密貿易していたことであった。 このようにインド地方（東南アジアを意味する）と磁器を販売したことと伝
えられているのは 、 富村勘右衛門および嬉野次郎左衛門が長崎にて肥前磁器の海外貿易に従事していたことから誤解され
ていたのであろう。 明治期から昭和初期にかけての文献には、 しばしばこのように海外に磁器製品を密貿易していたこと
が発覚して生じた悲劇と解釈されている。 長崎奉行所編「犯科帳 自享保9年10月至同14年9月」220頁および佐賀県立
図書館編集発行「佐賀近世史料第一編第四巻J 245頁 有田町歴史民俗査料館尾崎葉子氏のご教示による。

13. 火口名代とは 、 戸車 、 紅猪口、 仏具、 水入れなどの品物に限って、 焼成率のよくない場所に籾み入れることを許された
窯焼きで、 上質のものを焼成することはできない窯焼きであったと解釈される。 有田町発行「有田町史 陶業編1」
198-200頁

14. 副島勇七のこと。 実際に捕縛され呆首された裏づけとなる当時の史料はなく、 現在では実在の人物であるかどうか疑問
視するむきもある。 しかしながら、 明和5年の申渡帳に大川内御用細工人として祐七なる人物があり、 この人物が勇七と
同 一人物ではないかという説もある。 有田町発行『有田町史 陶芸編』204頁
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（
麟
疇
屑）

遣
ハ
シ
捕
ヘ
テ
帰
リ
有
田
ノ
境
上
（
鼓
坂）
二
於
テ
之
ヲ
稟
ス
又

15

（
民）

享
和
元
年
尾
張
国
瀬
戸
村
加
藤
氏
吉
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
窃
二
我
有
田
二
来
リ
其

容
貌
ヲ
扮
シ
テ
雇
吏
ト
ナ
リ
我
製
陶
ノ
事
業
ヲ
学
ビ
留
ル
四
年
遂
二
其

方
法
ヲ
得
テ
文
化
元
年
其
郷
瀬
戸
村
二
帰
リ
始
テ
白
磁
器
ヲ
製
ス
（
疇
直
渭疇

磁
砥ハ
我
有
田
ノ
砒
硝
卜

美
濃
窯
又

質
分
略
土
同
フ
ノ
テ
磁
器
ト
ナス
ヘ
ン）

此
我
有
田
ノ
外
本
邦
二
白
砥
ア
ル
ノ
始
ト
ス
（
文
化
年
中二

疇
鰐
”
デ）

仝
六
年
十一
月
又
夕
製
陶
本
業
敷
（
樗
げ）

ヲ
増
ス
翌
七
年
中

樽
山
字
小
樽
二
於
テ
新
窯
ヲ
築
造
ス
（
直
コフ）

然
リ
而
シ
異
国
貿
易
ノ
如

キ
ハ
未
ダ
嬉
野
氏
二
継
テ
興
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
見
ズ
是
二
於
テ
天
保
三
年
中
野
原
町

久
富
輿
次
兵
衛
始
テ
長
崎
港
二
至
リ
和
蘭
人
二
貿
易
ス
ル
コ
ト
ア
リ
此
レ
我
ガ
有

田
ノ
磁
器
ヲ
以
テ
異
国
二
互
市
ノ
第
二
次
ト
ス
（
麟
疇
臼
琴豆
戸
だ
詞
」
臣
口
五）

明
治
十
九
年
丙
戊
十一
月
佐
賀
県
二
於
テ
写
ス
柏
披

我
藩
吏
ヲ

15. 加藤民吉のこと。 氏吉とは写し間違いであろう。 瀬戸における磁祖。

16. 柏披とは、 文書を写した人物の号と考えられる。
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有田皿山

新村

陶
磁
器
取
調
書

一
陶
磁
業
沿
革

但
シ
昔
時
ノ
製
造
ニ
シ
テ
現
時
廃
業
セ
シ
モ
可
成
詳
細
二
記

載
ア
リ
タ
シ

（
綽）

慶
長
年
間
朝
鮮
ノ
役
帰
陳
ノ
際
鍋
島
家
ノ
手
二
従
ヒ
来
ル
韓
人
李

三
平
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
陶
磁
器
製
作
ノ
始
祖
ト
ス
始
メ
小
城
郡
多
久
二
住
シ
陶

器
ヲ
作
ル
金
ケ
江
ヲ
以
テ
姓
ト
ス
其
原
料
ノ
陶
石
悪
キ
ニ
由
テ
普
ク
四
方
ヲ
探

（
三）

究
シ
后
二
有
田
ノ
郷
曲
川
村
字
美
代
橋
二
遷
リ
陶
器
ヲ
製
ス
終
二
深
林

幽
谷
ヲ
遡
リ
現
今
ノ
有
田
皿
山
二
至
リ
始
テ
泉
山
ノ
石
ヲ
発
見
セ
リ
ト
其

頃
ハ
此
地
深
山
ニ
テ
人
姻
稀
少
田
中
村
卜
唱
ヘ
シ
其
后
人
民
日
二
月
二
輻
較

セ
シ
ナ
ル
ベ
シ
百
田
深
海
岩
尾
及
ビ
金
ケ
江
ノ
姓
皆
韓
人
ノ
後
裔
ナ
リ
錦
手

ハ
伊
萬
里
ノ
人
東
島
某
長
崎
二
於
テ
来
舶
ノ
人
ヨ
リ
偉
習
シ
来
リ
喜
三
右
衛

門
ナ
ル
者
二
教
ヘ
シ
モ
未
ダ
精
密
ヲ
尽
サ
リ
シ
ヲ
以
テ
呉
洲
権
平
卜
共
二
数
多

（
洒）

ノ
年
月
ヲ
費
シ
終
二
刻
苦
発
明
セ
シ
ヲ
正
保
三
年
辰
六
月
初
旬
坂
井
田

某
長
崎
二
持
出
シ
支
那
人
二
売
渡
セ
シ
ヲ
以
テ
外
国
通
商
ノ
矯
矢
ト
ス
其

ヨ
リ
長
右
エ
門
吉
太
夫
等
長
崎
二
通
ヒ
貿
易
ナ
セ
シ
モ
僅
少
ナ
リ
シ
ト
元
有

田
窯
焼
百
二
十
斬
赤
絵
屋
拾
六
斬
卜
限
リ
ヲ
立
タ
ル
旧
藩
ノ
制
ナ
リ
シ
ド
モ
ハ

安
氷
年
中
長
崎
奉
行
天
草
二
陶
器
製
造
ヲ
創
メ
外
国
二
通
商
セ
ン
ト

欲
セ
シ
ニ
因
リ
当
時
十
六
斬
ノ
赤
絵
屋
及
ビ
窯
焼
等
同
盟
シ
終
二
其
方
法

ヲ
偲
ヘ
ジ
ト
厳
重
ノ
約
ヲ
締
結
セ
シ
ニ
由
ル
天
保
壬
辰
ノ
年
ヨ
リ
久
富
輿
次
兵
衛

西
松
浦
郡

有
田
皿
山

新
村

(100) -- 17 -



有田皿山
新村

取
寄
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ

勉
強
労
苦
数
多
ノ
年
月
ヲ
経
テ
終
支
那
和
蘭
二

通
商
シ
盛
二

海
外
二

輸

出
セ
リ
是
レ
則
チ
販
路
ヲ
外
国
二

弘
メ
タ
ル
貿
易
ノ
中
興
ナ
リ

禁
裡
御
用
ノ
濫
腸
ハ

寛
文
年
中
仙
豪
藩
主
伊
達
侯
江
戸
ノ
商
人
伊

萬
里
屋
五
郎
兵
衛
二

陶
器
ヲ
頼
ミ
シ
ニ

殆
ン
ド
ニ
ヶ
年
ヲ
経
ル
モ
侯
ノ
望
二

叶
ハ
ズ
其

頃
辻
二
代
目
ノ
喜
左
エ

門
ガ
製
セ
シ
品
ヲ
以
テ
贈
リ
シ
ニ

侯
初
テ
大
二

喜
悦
シ
后
終

脱
字・

二

命
ヲ
蒙
リ
其
孫
喜
平
次
安
永
庚
午
六
月
常
陸
ノ
（
大）

橡
二

拝
命
ス
喜
平

次
ハ
世
二
比
ビ
ナ
キ
名
エ
ニ
シ
テ
種
々
ノ
精
巧
品
ヲ
作
レ
リ
今
世
二

称
美
ス
ル
所
ノ

極
真
焼
ハ

仝
人
ノ
発
明
ナ
リ
昔
時
ハ

陶
器
ヲ
本
窯
二

積
ミ
平一

面
二
並
列

セ
シ
ヲ
以
テ
一

窯
綾
二

器
品
ヲ
焼
成
セ
シ
モ
天
秤
ト
チ
ミ
等
ノ
器
械
ニ
テ
次
第

二

積
ミ
重
ル
コ
ト
ヲ
工
夫
シ
終
二
二
段
天
秤
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
登
明
セ
シ
ハ

百
田
辰
十
ナ
ル
モ
ノ
ナ

リ
是
レ
ガ
為
メ
従
前
ノ
三
倍
ヲ
一

回
二

焼
成
ス
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
夫
ヨ
リ
維
新
前
後
欧

（

ヤg

米
各
国
ノ
博
覧
会
二

出
品
シ
名
誉
ノ
称
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
ナ
キ
ハ

普
ク
諸
人
ノ
知

ル
処
ナ
リ
明
治
三
午
年
日
耳
曼
人
ワ
グ
ネ
ル
ヲ
聘
セ
シ
以
来
製
作
及
ビ
顔

料
等
各
製
造
家
互
二

種
々
ノ
発
明
ヲ
以
テ
大
二
工
業
上
ノ
面
目
ヲ
改
メ
タ
リ

従
前
ハ

専
ラ
茶
碗
薬
卜
唱
ヘ
シ
支
那
産
ノ
ミ
ヲ
使
用
シ
タ
リ
シ
モ
現
時
ハ

支

那
薬
ヲ
顔
料
二

用
ル
モ
ノ
実
二

勘
シ
其
製
作
上
ハ

維
新
後
年
二

月
二

進
歩

シ
テ
昔
時
ノ
企
及
シ
能
ハ
ザ
リ
シ
物
品
モ
現
今
ハ

容
易
二

焼
成
セ
リ

一

陶
器
原
料
ノ
土
石
産
地

国
郡
村
及
ビ
字
共
但
シ
調
和
ノ
為
メ
他
国
ヨ
リ
取
寄
ス
ル
モ
ノ
ノ
産
地
ヲ
モ
言
フ．

肥
前
国
西
松
浦
郡
有
田
皿
山
字
泉
山
字
象
ノ
鼻
字
保
（
屋）

谷
字
鷹
取
字

大
谷
字
舞
々
谷
字
白
川
谷
以
上
ノ
陶
石
ヲ
以
テ
製
造
ス
原
料
二

於
テ
他
国
ヨ
リ

一

土
石
産
出
高
等

（
掘）

何
年
ヨ
リ
何
年
マ
デ
何
年
間
毎
年
ノ
堀
採
高
何
貫
目
価
格
営
業
人
等

17. 大橡。 大を書きもらしたものと考えられる。 小学館国語大辞典によれば「中世以降、 町人、 職人のほか人形細工人 、 操
師 、 浄瑠璃太夫などが受領して名乗った名誉称号」という。 大坂高脆桃の餞頭店虎屋も禁裏に御用品をおさめ、 大和大橡
の称号を拝領している。

18. 極真焼は製品と同じ性質の陶土で匝鉢を作り、 蓋と身も釉薬によって窯の中で密閉させ 、 内外のガスの浸透・拡散を遮
断することによって光沢のある美しい製品を焼成するというものであり、 九代の辻喜平次の発明とされる。有田町史『陶
業編l』273-274頁

19. 泉山の窯焼 、 百田辰十は二段重ねの天秤積みを発明したとされる。
20. 日耳曼とはゼルマンと読む。 Germanすなわちドイツを意味する。
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有田皿山
新村

テ
調
和
ス

一

造
坪

明
治
十
一

年
ヨ
リ
仝
十
六
年
二
至
ル
マ
デ
六
年
間
毎
年
平
均
一

千
萬
斤
ニ
シ
テ
価
格
ハ

三
千
円
二

下
ラ
ズ
ト
雖
モ
諸
雑
費
差
引
利
益
甚
ダ
少
シ
其
営
業
人
員
ハ

十
八
人
ナ
リ

一

原
料
準
備

採
取
ノ
后
チ
掲
砕
淘
汰
等
ノ
手
順
旦
此
操
作
ス
ル
ニ

由
テ
原
質
ノ
減

少
高
井
二

原
質
ノ
調
合
分
量
等

（
掘）

採
堀
セ
シ
陶
石
ノ
大
塊
ヲ
日
晒
シ
乾
シ
テ
后
鉄
鎚
ヲ
以
テ
小
塊
ト
ナ
シ
是

ヲ
水
碓
ニ
テ
揚
砕
シ
細
粉
ト
ナ
シ
水
二

浸
シ
小
砂
屑
ヲ
淘
汰
シ
去
リ
極
細
密

（
細）

ナ
ラ
シ
メ
粉
ク
ナ
シ
用
ル
ヲ
以
テ
十
分
ノ
五
ヲ
減
ス
其
調
合
ハ

製
造
品
ノ
大
小
及
ビ

精
粗
二

因
テ
分
量
ノ
差
ア
リ
ト
雖
モ
通
例
上
等
白
翌
五
歩
下
等
五
分
ヲ
以

輪
車
ノ
種
類
石
膏
等
ノ
模
型
ノ
使
用
等

鞘
轄
盤
ハ

従
来
ノ
モ
ノ
ト
西
洋
形
等
ヲ
用
ユ

両
車
共
木
製
ノ
蹴
車
ナ
リ
石

2

 

膏
ハ

支
那
産
ノ
硫
酸
石
灰
ヲ
以
テ
揚
末
シ
文
火
ニ
テ
水
分
ヲ
干
散
セ
シ
メ
テ

22

后
チ
水
二

調
和
シ
テ
種
形
二

鋳
造
ス
種
形
ハ

粘
土
或
ハ

石
膏
ヲ
以
テ
製
ス

一

素
焼素

焼
窯
卜
称
ス
ル
特
別
ノ
モ
ノ
ヲ
供
用
ス
ル
ヤ
或
ハ

本
窯
ノ
最
上
床
二

於
テ

施
行
ス
ル
ヤ
素
焼
窯
ノ
設
立
ス
ル
ア
ラ
バ

其
造
構
素
焼
一

回
二

焼
成
シ

得
ル
器
品
ノ
個
数
薪
材
ノ
消
費
等
記
載
ス
ベ
シ

素
焼
窯
ハ

各
製
造
家
ニ
―

個
或
ハ
ニ
個
有
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
尤
モ
本
焼
窯
ノ
最

上
床
二

両
三
個
所
近
年
築
造
セ
リ
他
ハ

都
テ
製
造
場
ノ
側
二

築
造
セ
リ

其
数
有
田
皿
山
二
八
拾
個
新
村
二

廿
三
個
ア
リ
其
造
構
ハ

外
形
及
ビ
大
サ
本
窯
ノ

如
シ
内
部
二

至
リ
テ
ハ

甚
殊
ナ
リ
湿
潤
ヲ
防
止
ス
ル
為
メ
耐
火
石
ヲ
以
テ
築
キ
立
テ
其
上

二

粘
土
ヲ
内
外
ヨ
リ
塗
ル
最
容
積
及
ビ
火
焚
口
引
焔
口
等
比
例
ノ
適
度
ヲ

21. 文火とは弱い火のこと。

22. 種形は製品の形を作るための型であり 、 従来からの粘土で作られた土型と新たに欧州から技術導入した石行による石行
型がある。

lp
1ヽ ．
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有田皿山
新村

一
釉
薬 各

村
梁
設
ア
ル
窯
ノ
個
数
井
二
各
窯
最
下
床
ヨ
リ
最
上
床
マ
デ
幾
個
数
二

（
州）

シ
テ
各
床
ノ
奥
行
幅
傾
斜
度
ノ
寸
尺
旦
固
有
式
ナ
ル
ヤ
欧
洲
式
ナ
ル
ヤ

梁
設
窯
ノ
個
数
ニ
―
定
ナ
シ
多
キ
ハ
ニ
拾
二
個
ヨ
リ
十
五
六
乃
至
十―
二
個
少
キ
ハ
五
六
個

連
接
ス
其
数
有
田
皿
山
二
十
五
個
所
新
村
二
五
ヶ
所
ア
リ
最
下
ハ
小
サ
ク
次
第

ニ
大
ナ
リ
方
言
二
窯
ノ
大
小
ヲ
昔
時
ヨ
リ
舛
合
勺
ノ
唱
ヲ
以
テ
区
別
ス
通
例
ノ
大
窯
ヲ

一
舛
窯
卜
云
フ
以
下
何
合
何
勺
卜
唱
ヒ
一
合
迫
ア
リ
其一
舛
窯
ナ
ル
者
奥
行
四
間
幅
二

間
半
傾
斜
度
ノ
勾
配
ハ
ニ
尺
五
寸
以
下
小
ナ
ル
モ
ノ
之
二
準
ズ
然
シ
テ
次
第
二
傾
斜
連

接
セ
リ
故
二
窯
ノ
多
少
二
由
リ
梁
設
ノ
長
短
広
狭
及
ビ
土
地
ノ
高
低
モ
亦
之
二

（
州）

準ス
欧
洲
式
ハ
更
二
之
レ
ナ
ク
固
有
式
ノ
ミ
ナ
リ
ト
雖
モ
近
来
益
其
構
造
二
注
意
シ

熱
気
ヲ
周
到
シ
火
度
ノ
変
差
ヲ
少
ナ
カ
ラ
シ
ム
故
二
巨
大
ノ
物
品
モ
容
易
二
焼
成

シ
破
砕
歪
斜
等
最
鮮
ナ
カ
ラ
シ
ム
ニ
至
レ
リ

土
石
及
ビ
灰
ノ
調
合
分
量
該
土
石
ノ
産
地
灰
ノ
種
類
等

燃
火
二
接
近
ノ
器
品
二
釉
ヲ
施
ス
ト
其
隔
シ
所
ト
ハ
調
合
不
同
極
上
等
ノ
白
墾
五

歩
二
杵
灰
五
歩
或
ハ
六
歩
四
歩
ヲ
調
和
ス
ル
ハ
火
度
ノ
強
弱
ヲ
考
計
シ
テ
火
二
近

キ
ニ
随
テ
灰
ヲ
減
ス
白
堅
ハ
有
田
泉
山
ノ
最
上
石
ノ
ミ
杵
灰
ハ
単
二
鹿
児
島
県

産
ノ
ミ
ヲ
使
用
ス

一
本
窯

迫
二
破
砕
等
ノ
少
ナ
カ
ラ
ン
ヲ
欲
シ
素
焼
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

得
ル
ニ
ハ
内
部
都
テ
凸
凹
ナ
カ
ラ
シ
メ
熱
気
周
到
ス
ル
ヲ
要
ス
其
杯
品
ヲ
積
ム
所
ハ
火

床
ヨ
リ
高
ク
シ
テ
燃
火
ヲ
側
面
ヨ
リ
受
ク
ル
ノ
造
構
ナ
リ

器
ノ
数
ハ
大
小
二
由
テ
多
寡
ア
リ
ト
雖
モ
通
例
皿
鉢
丼
等
概
ネ
ニ
千
個
ヲ
積
ム

薪
材
ノ
消
費
高
ハ
松
木
五
千
斤
代
価
五
円
抑
モ
素
焼
ノ
侭
ニ
テ
販
売
ス
ル
ニ

ア
ラ
ズ
上
絵
ヲ
画
キ
釉
料
ヲ
施
ス
ニ
取
扱
ノ
宜
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
品
位
ヲ
能
ク
ナ
ラ
シ
メ
本
焼

23. 明治8年の法定尺であれば約奥行7 m27cmに幅4 m54cmである。 当文献における奥行と幅の表現は、 奥行は窯ー室の出

入り口からみた奥行であり、 幅は各壁の間である。 したがって 、 窯全体を最下室である燃焼室（胴木間）からみた現在の

表現とは逆で 、 この場合 、 現在いうところの一室の窯幅7 m27cmと奥行4 m54cmである。

24. 以下、 窯の勾配の表記はまちまちであるが、この表記はある基準値（一 間か）に対しての高さを表記したものと思われる。
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有田皿山
新村

第一
区
域
勧
業
委
員

手
塚
五
平

本
焼一
回
二
焼
成
シ
得
ル
器
品
ノ
個
数
焼
成
中
破
壊
歪
斜
等
二
由
テ

損
傷
セ
シ
器
品
ノ
平
均
個
数
焼
成
ノ
時
間
薪
材
ノ
費
消
高
等

前
述
ノ
如
ク
素
焼
シ
タ
ル
器
品
ヲ
本
窯一
個
二
焼
成
ス
個
数
ハ
大
小
及
ビ
精
粗
二
由

リ
（
鴨
這
い
鰐
訂
髯
ナ
リ）

其
数
甚
ダ
差
ア
リ
ト
雖
モ
通
例
丼
鉢
皿
茶
碗
類
千
二

百
個
其
焼
成
中
破
砕
歪
斜
等
ハ
近
年
甚
ダ
少
シ
平
均
凡
ソ
百
分
ノ
五

焼
成
時
間
ハ
暑
中
二
十
時
間
寒
中
ハ
却
テ
十
八
時
間
ヲ
以
テ
焼
終
レ
リ
燃
材
ノ

以
上
本
邦
製

消
費
高
松
木
二
万
五
千
本
但
シ
長
サ
回
リ
尺
裔
サ一
尺
五
寸
回
リ
八
寸

一
粉
飾
用
諸
顔
料
ノ
種
類
井
二
調
合
法62

2

 

赤
色
ハ
硫
酸
鉄
ヲ
以
テ
製
ス

紫
ハ
紫
金
及
ビ
萬
奄

8?-

黄
色
ハ
伊
豫
白
口
目

，

 

2

 

青
色
ハ
「
コ
ロ
ー
ム」

一
陶
器
製
出
高

何
年
ヨ
リ
何
年
マ
デ
何
年
間
毎
年
製
造
品
何
個
仝
価
格
製
造
ノ
種
類
営
業
人
員
等

明
治
十一
年
ヨ
リ
仝
十
六
年
マ
デ
六
年
間
毎
年
製
造
品
平
均
三
百
万
個
ヲ
下
ラ
ズ
其
ノ

焼
成
品
ノ
価
格
ハ
年
二
因
テ
大
二
異
ナ
リ
明
治
十一
年
ハ
三
十
萬
ニ
シ
テ
次
第
二
騰
貴
シ
十
三

ハ
四
十
五
万
円
ト
ナ
リ
其
ヨ
リ
次
第
二
低
落
シ
テ
十
六
年
ニ
ハ
ニ
十
万
円
ト
ナ
リ
其
ノ
種
類
ハ
猪
口

茶
碗
皿
盃
徳
利
媛
瓶
水
指
丼
鉢
蓋
物
茶
器
類
火
鉢
植
木
鉢
壺
花

瓶
盤
銅
神
仏
具
文
房
具
諸
飲
食
器
類
ニ
シ
テ
営
業
者
ハ
有
田
皿
山
七
十
七

人
錦
手
営
業
者
七
十
四
人
新
村
二
十
三
人
錦
手
営
業
者
十
二
人
ア
リ

右
之
通
取
調
候
二
付
此
段
及
御
報
道
候
也

明
治
十
七
年
十一
月
八
日

右
調
合
法
ハ
硝
子
ノ
粉
末
ヲ
以
テ
調
和
ス

紺
青
ハ
「
コ
バ
ル
ト」

、
一
本
焼

30

 

黄
ハ
安
知
母
尼

緑
青
ハ
酸
化
銅

以
上
洋
製

25. 気温の低い時期の方が燃焼は早く、焼成時間は短くなるという。元佐賀県窯業技術センタ ー 長河口純一氏の御教示による。
26. 紫金とは金のことであろう。金を混入させることによって発色が良くなるという。佐賀県窯業技術センタ ー技術部長

納富悟氏の御教示による。
27. 萬奄とはマンガンのこと。
28. 白口目とは硫化アンチモンのこと。伊予から産出したものを使用したのであろう。
29. コロー ムとはクロムのこと。
30. 安知母尼とはアンチモンのこと。
31. 手塚五平は器末期に弱冠23歳で佐賀商会の上海支店長となって以来、 大正12年12月22日に80歳で歿するまで、 産業、 政

治の両面で有田皿山の公共的な事業に関わった。明治15年には長崎県議会談員。明治18年には上野の五品共進会開設にあ
たり松浦郡出品人総代となる。共進会開催にともない明治18年 6月10日より4日間、 東京厚生開館で開催された陶磁器に
関する会議に参加し、 当面する不況と産地における現況報告、 さらに組合設立の原型となる陶業組合条例の設立に関する
建言書を西郷従道農商務卿に提出している。参考文献 有田町発行『有田Ill丁史 政治・社会編2』52-54頁および『有田
町史 商業編2」36-47頁 中島浩氣著［肥前陶磁史考』749頁
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曲川村南川原

肥
前
国
西
松
浦
郡
有
田
皿
山
字
泉
山
陶
石
ヲ
以
テ
製
造
ス
原
料
二
於

陶
磁
器
取
調
書

一
陶
磁
器
沿
革

但
シ
昔
時
ノ
製
造
ニ
シ
テ
現
時
廃
業
セ
シ
モ
可
成
詳
細
二
記

載
ス
ベ
シ

天
正
年
間
太
閤
朝
鮮
征
伐
ノ
際
高
麗
国
ヨ
リ
従
ヒ
来
ル
韓
人

某
始
テ
曲
川
村
ノ
内
南
川
良
山
二
住
居
シ
字
天
神
山
二
於
テ
陶
器

製
作
ノ
道
ヲ
開
キ
今
二
焼
跡
顕
然
タ
リ
此
ヲ
以
テ
陶
磁
器
製
造
ノ

34
（
高）

元
祖
卜
云
フ
其
後
慶
長
年
間
竹
原
五
郎
八
同
五
郎
七
卜
云
ヘ
ル
モ
ノ

35
（
水）

筑
前
国
博
多
正
天
寺
和
尚
ヨ
リ
添
書
ヲ
以
テ
酒
井
田
柿
右
ヱ
門
方
へ
参

着
セ
リ
之
ヲ
師
ト
シ
テ
陶
器
製
作
ノ
法
ヲ
習
ヒ
之
ヲ
製
ス
ル
ノ
白
石
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
計
リ

（
掘）

有
田
泉
山
ヨ
リ
堀
採
シ
焼
試
ル
ニ
石
質
善
ナ
リ
ト
雖
モ
調
合
等
二
至
リ
テ
其
嘗
ヲ
得

ズ
日
二
月
ニ
エ
夫
ヲ
懲
シ
漸
ク
精
巧
ヲ
奏
ス
今
二
至
テ
是
ヲ
竹
原
焼
卜
称
ス
飼

後
伊
勢
五
郎
太
夫
ナ
ル
モ
ノ
明
二
入
リ
尚
ホ
良
法
ヲ
得
品
位
宜
キ
ヲ
焼
成
セ
リ
天
保
年

間
二
至
テ
ハ
ニ
尺
ロ
ノ
鉢
丼
及
ビ
皿
等
ヲ
製
造
ス
尚
ホ
勉
強
シ
テ
以
テ
年
二
月
二

進
歩
シ
現
今
二

至
ア
ハ
三
尺
ロ
ノ
鉢
其
他
ノ
物
品
モ
容
易
二
焼
成
ナ
セ
リ

一
陶
磁
器
原
料
ノ
土
石
産
地

同
郡
村
字
共
但
シ
調
合
ノ
為
メ
他
国
ヨ
リ
取
寄
ス
ル
物
ノ
産
地

ヲ
モ
言
フ

曲
川
村
南
川
原

2

3

 

3

3

 

西
松
浦
郡
長
高
木
盛
賛
殿

32. 西松浦郡は、 明治11年の郡区町村編制法の公布によって成立し 、 郡役所は伊万里に置かれた。 以下 、 この陶磁器取調紺
は郡役所がとりまとめたのであろう、 宛名に郡長名が記載されたり 、 戸長が報告者となっていたりする。

33. 高木盛贅は二代西松浦郡長。 明治17年～明治19年の間郡長として勤務。 西松浦郡役所編「西松浦郡誌J 126頁
34. 高原五郎七のこと。
35. 承天寺。 博多区博多駅前1丁目に所在するの臨済宗東福寺派の名刹。
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素
焼
窯
卜
称
ス
ル
特
別
ノ
モ
ノ
ヲ
供
用
ス
ル
ヤ
或
ハ

本
焼
窯
ソ
最
上
床
二

於
テ
施
行
ス
ル
ヤ
若
シ
素
焼
窯
ノ
設
立
ア
ラ
バ

其
構
造
素
焼
一

回
ニ

焼
成
シ
得
ル
器
品
ノ
個
数
薪
材
ノ
消
費
高
等
記
載
ス
ベ
シ

素
焼
窯
ハ

各
製
造
家
ニ
―

個
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
本
焼
窯
ノ
最
上
床
二

於
テ
施
行

一

素
焼

型
ハ

土
ヲ
以
テ
製
ス

一

造
坪

ノ
差
ア
リ

ナ
リ

人
員
等

（
掘）

何
年
ヨ
リ
何
年
迫
何
年
間
毎
年
ノ
堀
採
高
何
貰
目
価
格
営
業

一

土
石
産
出
高

明
治
十
一

年
ヨ
リ
仝
十
六
年
迫
六
ヵ

年
間
毎
年
平
均
八
拾
八
万
四
千
斤
ニ
シ
テ
価

格
二
百
円
二

下
ラ
ズ
ト
雖
モ
諸
入
費
ノ
為
メ
利
益
甚
ダ
勘
シ
其
営
業
人
員
ハ

十
人

一

原
料
準
備

採
取
ノ
後
揚
砕
淘
汰
ノ
手
順
且
此
二

操
作
ス
ル
ニ

由
テ
原
質
ノ
減
消

高
井
二

原
質
ノ
調
合
分
量
等

（
掘）

採
堀
セ
シ
陶
石
ノ
大
塊
ヲ
日
二

晒
シ
乾
シ
テ
後
鉄
鎚
ヲ
以
テ
小
塊
ト
ナ
シ
是

ヲ
水
碓
ニ

テ
揚
砕
キ
細
粉
ト
ナ
シ
水
二

浸
シ
小
砂
屑
ヲ
淘
汰
シ
去
リ
極
細

密
ナ
ラ
シ
メ
粘
土
ト
ナ
シ
用
ユ
ル
ヲ
以
テ
十
分
ノ
五
ヲ
減
ス
其
調
合
ハ
上
等
土
四
歩
下

等
六
歩
ヲ
通
例
混
和
ス
ル
モ
製
造
器
品
ノ
大
小
及
ビ
精
粗
二

因
テ
分
量

輪
車
ノ
種
類
石
膏
等
ノ
模
型
ノ
使
用
等

鞘
櫨
盤
ハ

従
来
ノ
者
ヲ
用
ユ

該
車
ハ

木
ヲ
以
テ
製
シ
タ
ル
蹴
車
ナ
リ
模

テ
他
国
ヨ
リ
取
寄
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ

貸
_.
A
附
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ノ
上
等
土
ノ
ミ
灰
ハ

鹿
児
島
県
産
ノ
ミ
ヲ
専
ラ
使
用
ス

土
石
及
灰
ノ
調
合
分
量
該
土
石
ノ
産
地
灰
ノ
種
類
等

調
合
法
不
同
ナ
ル
ト
雖
モ
大
概
一

定
シ
先
ズ
極
上
等
ノ
土
仮
令
バ
百
目
作
灰
四

拾
目
ヲ
調
和
シ
火
度
ノ
強
弱
二

考
計
シ
テ
火
二
近
キ
ハ

灰
ヲ
減
シ
土
ハ

有
田
泉
山

一

釉
薬

ノ
ミ
ナ
リ

セ
ズ
其
数
大
木
村
二
七
個
曲
川
村
二
三
個
ア
リ
其
外
形
概
ネ
本
窯
ノ
如
シ
内
部

ノ
構
造
二
至
テ
ハ

其
殊
ナ
リ
湿
潤
ヲ
防
止
ス
ル
為
メ
耐
火
力
容
積
及
ビ
火
焚
口

引
焔
口
等
比
例
適
度
ヲ
得
ル
ニ
ハ

内
部
都
テ
凸
凹
ナ
カ
ラ
シ
メ
熱
気
周
到

ス
ル
様
注
意
ス
其
坪
品
ヲ
積
ム
所
ハ
火
床
ヨ
リ
高
ク
上
リ
テ
燃
火
ヲ
側
面
ヨ
リ

受
ク
ル
ノ
造
構
ナ
リ
器
品
ノ
数
二
至
テ
ハ

品
類
ノ
大
小
二

依
リ
其
数
大
二

多

寡
ア
リ
ト
雖
モ
鉢
丼
皿
等
概
ネ―
一
千
個
或
ハ
ニ
千
五
百
個
ヲ
入
ル
ル
ナ
リ
薪
材

ノ
消
費
高
ハ

松
木
四
千
斤
代
価
四
円
ナ
リ
抑
モ
素
焼
ノ
侭
ニ
テ
販
売
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
只

上
ハ

絵
ヲ
書
釉
薬
ヲ
施
ス
等
二

取
扱
ノ
宜
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
品
位
ヲ
能
ク
ナ
ラ
シ
メ
本
焼
迄

二

破
砕
等
ノ
勘
ナ
カ
ラ
ン
ヲ
欲
シ
素
焼
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

一

本
窯各

村
梁
設
ア
ル
窯
ノ
個
数
井
二

各
窯
最
下
床
ヨ
リ
最
上
床
マ
デ
幾

個
数
ニ
シ
テ
各
床
ノ
奥
行
幅
傾
斜
度
ノ
寸
尺
旦
固
有
式
ナ
ル
ヤ
欧

州
式
ナ
ル
ヤ
等
二

就
キ
記
載
ス
ベ
シ

梁
設
窯
ノ
個
数
ニ
―

定
ナ
シ
多
キ
ハ

十
二
個
十
一

個
少
キ
ハ
六
個
五
個
其
数
曲
川

村
ニ
―
一
ヶ
所
大
木
村
ニ
ニ
ヶ
所
ア
リ
最
下
ハ
至
テ
小
ク
次
第
二

大
ナ
リ
其
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ

奥
行
二
丈
四
尺
幅
壱
丈
五
尺
中
窯
二
至
テ
ハ

奥
行
壱
丈
八
尺
幅
壱
丈―――
尺
小

ナ
ル
モ
ノ
是
二

準
ズ
然
シ
テ
次
第
二

傾
斜
連
続
セ
リ
故
二

窯
ノ
多
少
ニ
ョ
リ
梁
設
ノ
長

短
広
狭
及
ビ
土
地
ノ
高
低
モ
亦
是
レ
ニ

準
ズ
欧
州
式
ハ

更
二
之
レ
ナ
シ
固
有
式
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前
述
ノ
如
ク
素
焼
シ
タ
ル
器
品
ヲ
本
窯
一

個
二
焼
成
個
数
多
寡
ア
リ
ト
雖
モ

概
ネ
通
例
丼
鉢
皿
茶
碗
類
千
五
百
個
焼
成
中
破
砕
歪
斜
等
ハ
百

分
ノ
七
焼
成
時
間
ハ

暑
中
ハ
ニ
十
時
間
寒
中
ハ

却
テ
十
八
時
間
ヲ
以
テ
焼
終
レ
リ

燃
材
ノ
消
費
高
松
木
二
萬
五
千
本
町
豆
彗
仁
嘔ユ
寸

一

粉
飾
用
諸
顔
料
ノ
種
類
井
二

調
合
法

本
邦
製
ノ
顔
料
ナ
ル
ヤ
或
ハ
西
洋
品
ナ
ル
ヤ
モ
記
載
ス
ベ
シ

色
ハ

都
テ
青
ト
ス
赤
紫
等
ノ
色
品
ハ

製
造
ス
調
合
分
量
ハ
左
二

記
ス

極
上
等
土

本
邦
品

灰
本
邦
品

コ
バ
ル
ト

右
調
合
分
量
各
製
造
家
二

於
テ
小
差
ア
リ

一

陶
磁
器
製
造
高

品
ノ
種
類
営
業
人
員
等

明
治
十
一

年
ヨ
リ
仝
十
六
年
迄
六
年
間
製
造
品
平
均
五
十
四
万
五
千
個
其
焼

成
品
ノ
価
ハ

年
ニ
ョ
リ
大
二

異
ナ
リ
十
一

年
ハ
壱
萬
三
千
円
ニ
シ
テ
次
第
二

騰
貴

シ
十
三
年
ハ
ニ
万
円
ト
ナ
リ
十
六
年
二
至
テ
ハ
八
千
円
ト
ナ
リ
夫
ヨ
リ
次
第
二
下
落
セ
リ

製
造
品
ノ
種
類
ハ
大
鉢
小
鉢
大
皿
小
皿
丼
奈
良
茶
碗
類
ニ
シ
テ
営
業

人
ハ

曲
川
村
二
三
人
大
木
村
二
七
人
ナ
リ

右
之
通
リ
取
調
候
進
達
仕
候
也

第
二
区
域
勧
業
委
員

明
治
十
七
年
十
一

月
十
五
日

西
松
浦
郡
長
高
木
盛
賛
殿

63

 西
山
兵
助

何
年
ヨ
リ
何
年
マ
デ
何
年
間
毎
年
製
造
品
何
個
仝
価
格
製
造

西
洋
品

損
傷
セ
シ
器
品
ノ
平
均
個
数
焼
成
ノ
時
間
薪
材
ノ
費
消
高
等

本
焼
一

回
二
焼
成
得
ル
器
品
ノ
数
焼
成
シ
中
破
壊
歪
斜
等
二

由
テ

一

本
焼

36. 西山兵助は明治23年健吾と改名。 明治22年の市制 •町村制の施行による曲川村の成立時の初代助役となる。 明治30年の
選挙によって郡会議員となる。 また、 明治33年の大山銀行の開業にあたり 、 初代の頭取となった。 明治35年没。 西有田
町発行「西有田町史j 472頁 574頁 1082頁
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市ノ瀬山

一

陶
磁
業
沿
革

慶
長
年
間
本
郡
本
村
田
中
金
右
ヱ
門
ナ
ル
者
韓
人
某
ノ
偉
授
ヲ
得
陶
器
ヲ

製
造
ス
ト
偉
テ
ロ
碑
二

存
セ
リ
所
謂
呉
州
焼
卜
称
ス
ル
モ
ノ
是
レ
ナ
リ
后
元
和

年
間
二
至
リ
本
郡
椎
峯
山
ノ
人
三
四
名
此
二

住
シ
有
田
泉
山
ノ
磁
石
ヲ
取
リ

製
造
セ
シ
ニ
旧
藩
主
厳
二

制
限
ヲ
立
テ
獨
リ
丼
碗
等
ノ
下
等
品
ヲ
製
セ
シ
メ

上
品
ヲ
許
サ
ズ
是
二

於
テ
カ
其
純
利
モ
亦
随
テ
僅
少
ナ
リ
而
シ
テ
昔
時
ハ

陶

器
ヲ
本
窯
二

積
ミ
平
一

面
二

布
列
セ
シ
メ
以
テ
一

窯
焼
得
ル
所
ノ
器
品
勘
少
ナ
リ

シ
モ
天
秤
ト
チ
ミ
等
ノ
器
械
ヲ
以
テ
次
第
二

積
重
ナ
ル
事
ヲ
工
夫
シ
嘉
永
年
間
岩

崎
園
助
ナ
ル
モ
ノ
終
二
二
段
天
秤
櫻
ハ
マ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
発
明
シ
一

窯
焼
得
ル
処
ノ
器
亦

多
キ
ニ
至
リ
種
々
ノ
純
利
ヲ
計
リ
営
業
二

勤
苦
ス
ル
モ
僅
二

凍
骰
ヲ
免
ル
ノ
ミ
然
ル
ニ

明
治
維
新
ノ
昭
代
二
逢
ヒ
藩
禁
ヲ
全
ク
解
ケ
上
等
ノ
器
品
ヲ
製
ス
ル
ヲ
得
ル
ト
雖
モ
価

格
下
落
シ
上
等
ノ
磁
硼
ヲ
購
求
シ
上
等
ノ
器
品
ヲ
製
ス
ル
時
ハ

純
利
却
テ
寡
シ

（
赴）

是
ヲ
以
テ
日
々
衰
類
二
起
キ
タ
リ
ニ―――
ノ
有
志
者
大
二

之
ヲ
慨
キ
社
ヲ
結
ビ
本
業

ヲ
盛
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ
計
画
セ
ル
モ
資
本
二

乏
キ
ヲ
以
テ
未
ダ
盛
大
ノ
域
二

進
ム
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ

一

陶
磁
器
原
料
ノ
土
石
産
地

肥
前
国
西
松
浦
郡
有
田
皿
山
字
泉
山
ノ
陶
石
ヲ
以
テ
製
造
ス
原
料
二

於
テ

他
国
ヨ
リ
取
寄
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ

一

土
石
産
出
高
等

明
治
十
一

年
ヨ
リ
十
六
年
二
至
ル
迫
六
年
間
毎
年
平
均
百
零
五
万
斤
ニ
シ
テ
価

格
ハ
八
百
四
拾
円
二

下
ラ
ズ
ト
雖
モ
切
賃
駄
賃
諸
入
費
迄
ノ
価
格
ニ
シ
テ
利
益

少
ナ
シ
其
営
業
人
ノ
定
限
ナ
ク
切
賃
丈
ヲ
給
ス

西
松
浦
郡

大
川
内
村

（
山）

市
ノ
瀬
村

陶
磁
器
取
調
書

37. 田中金右衛門と口碑については不明。

38. 岩崎閲助は明治九年の陶業盟約に第五大区十小区ー ノ瀬山総代および窯登支配人として名前を連ねている。 市ノ瀬山に

おける有力者であったものと想像される。

39. 二段天秤積みについては、 有田での創始者は百田辰十とされるが、 市ノ瀬山では岩崎囮助が発明者として表現されてい

る。「櫻ハマナルモノ」とは、 花弁状の部分に製品をのせて焼く、 桜の花のような形の大型のハマ（焼台）であり、 タコ

ハマ、 羽根ハマなどと呼ばれるものをさしていると思われる。
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市ノ瀬山

一

本
窯

一

原
料
準
備

採
掘
セ
シ
陶
石
ヲ
日
二

晒
シ
乾
シ
テ
後
鉄
鎚
ヲ
以
テ
小
塊
ト
ナ
シ
是
ヲ
水
碓
ニ
テ

揚
砕
キ
細
粉
ト
ナ
シ
水
二

浸
シ
小
砂
ヲ
淘
汰
シ
テ
極
細
密
ナ
ラ
シ
メ
粘
土
ト
ナ
シ

用
ユ
ル
ヲ
以
テ
十
分
ノ
四
ヲ
減
ス
其
調
合
ハ
上
等
ノ
白
翌
三
歩
下
等
七
分
ヲ
混
和
ス
ル

ヲ
以
テ
通
例
ト
ス
ト
雖
モ
製
造
品
ノ
精
粗
及
ビ
大
小
二

由
テ
分
量
ノ
差
ア
リ

腕
櫨
盤
ハ

従
来
ノ
木
製
ニ
シ
テ
蹴
リ
車
ノ
ミ
ヲ
用
ユ
石
膏
製
ノ
模
型
之

レ
ナ
シ
粘
土
製
或
ハ

木
製
等
ノ
押
形
ヲ
使
用
ス

素
焼
窯
ハ

各
製
造
家
ニ
―

個
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
本
焼
窯
ノ
最
上
床
二

於
テ
施

行
ス
ル
ハ
之
レ
ナ
シ
都
テ
製
造
場
ノ
側
二

築
造
セ
リ
其
数
十
一

個
ア
リ
其
外
形

概
ネ
本
窯
ノ
如
シ
内
部
ノ
造
構
二
至
テ
ハ

殊
ナ
リ
奥
行
八
尺
幅
七
尺
ニ
シ
テ
湿

潤
ヲ
防
止
ス
ル
為
メ
耐
火
カ
ヲ
以
テ
高
ク
築
キ
立
テ
内
部
ノ
高
低
ナ
ク
熱
気
周
到

ス
ル
様
二

注
意
シ
其
杯
品
ヲ
積
ム
処
ハ
火
床
ヨ
リ
高
ク
上
リ
テ
燃
火
ヲ
側
面
ヨ
リ

受
ク
ル
ノ
造
構
ナ
リ
器
品
ノ
数
大
小
平
均
三
千
二
百
個
ヲ
入
ル
ル
ナ
リ
薪
材

ノ
消
費
高
ハ

松
木
六
千
五
百
本
代
価
丘
更
ヰ
四
円
ナ
リ
該
品
素
焼
ニ
テ
販

売
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
只
釉
薬
ヲ
施
シ
上
絵
ヲ
書
ク
等
二

取
扱
ノ
宜
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
品
位

ヲ
能
ク
シ
破
砕
ノ
憂
勘
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
ヲ
欲
シ
テ
素
焼
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

梁
設
窯
ノ
個
数
ニ
―

定
ナ
シ
多
ク
ハ
ニ
十
二
個
少
ナ
キ
ハ
六
個
連
接
ス
其
数
四
ヶ
所

最
下
床
奥
行
壱
間
半
最
上
床
奥
行
四
間
半
幅
三
間
三
合
ニ
シ
テ
最
下
ハ

至
テ
小
サ
ク
次
第
二

大
ナ
リ
昔
時
ヨ
リ
ノ
方
言
二

窯
ノ
大
小
ヲ
舛
合
勺
ノ
唱
ヲ
以
テ

区
別
セ
リ
通
例
ノ
大
窯
ヲ
一

舛
窯
卜
云
フ
其
上
ニ
―

舛
一

合
二
合
以
下
九
合
ヨ
リ
何

合
何
勺
卜
称
へ

其
一

舛
ア
ル
モ
ノ
ノ
奥
行
四
間
芦
冨
呻
二
間
三
麟
傾
斜
度
ノ
勾
配
四
尺

一

素
焼

一

造
坪＇

�l
ーー
ー

ー
1—,
J—
{̀
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市ノ瀬山

明
治
十一
年
ヨ
リ
仝
十
六
年
迄
六
年
間
毎
年
製
造
品
平
均
三
十
壱
万
五
千
個

（
楳）

二
下
ラ
ズ
其
焼
成
品
ノ
価
格
ハ
年
二
因
テ
大
二
殊
ナ
リ
明
治
十一
年
ハ
ニ
万
五
千
円
ニ
シ
テ

一
陶
磁
器
製
造
高

二
小
差
ア
リ
テ
不
同

以
上
洋
製

前
述
ノ
素
焼
シ
タ
ル
器
ヲ
本
窯一
個
二
焼
成
ス
個
数
ハ
大
小
二
因
リ
其
数
多
寡

ア
リ
ト
雖
モ
通
例
平
均
ニ
シ
テ
大
小
五
千
個
其
品
丼
鉢
皿
茶
碗
奈
良
茶
碗
等

ノ
類
ナ
リ
焼
成
中
破
砕
歪
斜
ハ
近
年
勘
卜
雖
モ
平
均
凡
百
分
ノ
十
ナ
リ
焼

成
時
間
ハ
暑
中
十
三
時
寒
中
十
二
時
間
燃
材
ノ
消
費
高
松
二
萬
五
千

本
代
価
三
汀
拾
六
円

一
粉
飾
用
諸
顔
料
ノ
種
類
井
二
調
合
法

赤
色
麟
鱈

紫
彗
鱈
製
茶
碗
某

緑
青
疇
鱈

黄
色
ハ
伊
豫
白
口
目

コ

紺
青
ハ
箇
巴
爾
土

支
那
製
茶
碗
画
薬

（
コ
パ

ル

ト）

支
那
製
製
茶
碗
薬
ヲ
用
来
シ
モ
明
治
四
五
年
箇
巴
爾
土

（
コ

バ

ル

ト）

ノ
来
舶
セ
シ
ョ
リ
現
今
二
至
テ
ハ
専
ラ
箇
巴
爾
土
ヲ
使
用
ス

右
調
合
ノ
薬
ハ
硝
子
ノ
粉
末
ヲ
以
テ
調
和
ス
ト
雖
モ
其
量
二
於
テ
ハ
各
製
造
家

一
本
焼

固
有
式
ノ
ミ
ナ
リ

以
上
本
邦
製

以
下
ナ
ル
モ
ノ
是
レ
ニ
準
ズ
然
シ
テ
次
第
二
傾
斜
連
続
セ
リ
故
二
窯
ノ
多
少
二
由
リ

梁
設
ノ
長
短
廣
狭
及
ビ
土
地
ノ
高
低
モ
亦
是
二
準
ズ
欧
州
式
ハ
更
二
之
レ
ナ
シ

一
釉
薬

釉
薬
ハ
通
例
上
等
ノ
白
翌一
舛
二
杵
灰
五
合
六
合
或
ハ
四
合
ヲ
加
工
調
和
ス
ト
雖
モ
火

ノ
強
弱
ヲ
考
計
シ
テ
火
ノ
近
キ
ニ
随
テ
灰
ヲ
減
ズ
白
翌
ハ
泉
山
ノ
最
上
石
灰
ハ
鹿

児
島
県
産
ノ
杵
灰
ノ
ミ
ヲ
専
ラ
使
用
ス

40. 唐石とは、 ガラスのこと。
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大川内山

大
川
内
山

西
松
浦
郡

大
川
内
村

次
第
二
騰
貴
シ
十
二
十
三
年
ハ
平
均
二
萬
八
千
円
ト
ナ
リ
夫
ヨ
リ
下
リ
テ
十
五
十
六

年
ニ
ハ
平
均
五
千
九
百
円
ト
ナ
リ
次
第
二
現
今
益
下
落
セ
ヨ
リ
製
造
品
ノ
種
類

ハ
猪
口
茶
碗
皿
鉢
丼
奈
良
茶
碗
ノ
類
ニ
シ
テ
営
業
者
七
人
錦
手
営
業

陶
磁
器
取
調
書

一
陶
磁
業
沿
革

往
昔
韓
人
某
唐
津
ヨ
リ
本
郡
大
河
内
山
二
移
住
シ
陶
器
ヲ
製
セ
シ
ヲ
以
テ
濫

腸
ト
ス
ト
偲
テ
ロ
牌
ニ
ア
リ
慶
長
年
間
朝
鮮
凱
旋
ノ
折
旧
藩
主
鍋
島
公

ノ
手
二
順
ヒ
来
ル
所
ノ
韓
人
某
小
城
郡
今
山
二
於
テ
白
陶
器
ヲ
製
セ
シ
ニ
陶
土
ノ

不
十
分
ヲ
以
テ
本
郡
有
田
郷
岩
谷
川
内
二
移
リ
シ
モ
水
質
ノ
悪
キ
ヲ
以
テ
同
郷
南

川
原
二
轄
ジ
鳥
屋
及
ビ
象
ノ
鼻
杵
島
郡
黒
髪
山
等
ノ
土
石
ヲ
発
見
シ
之
ヲ

調
酌
シ
白
呉
洲
卜
名
ク
ル
陶
器
ヲ
製
シ
猶
ホ
水
利
ノ
不
便
ヲ
以
テ
当
山
二
移

住
シ
青
磁
石
ヲ
発
見
シ
青
磁
呉
洲
卜
名
ク
ル
者
ヲ
焼
成
ス
元
和
年
間
藩
公
陶

器
製
造
ノ
熟
練
者
ヲ
諸
方
ヨ
リ
選
抜
ス
而
シ
テ
当
山
二
移
住
セ
シ
メ
専
ラ

自
用
及
ビ
幕
府
へ
進
呈
ノ
器
蘭
人
工
贈
輿
ノ
品
ノ
ミ
ヲ
製
セ
シ
メ
数
二
定
限

ア
リ
（
諸
疇
臼一
個）

厳
二
発
売
ヲ
禁
ジ
藩
吏
数
名
ヲ
派
遣
シ
濫
売
其
他
ノ

諸
事
ヲ
監
セ
シ
ム
而
シ
テ
其
製
造
ノ
費
毎
年
金一
千
円
エ
人
三
十一
名
（
肛
ぴ]
制）

工
米
三
百―――
十
石
金
八
拾
五
円
外
二
合
力
金
春
秋
両
期
各一
円
其
エ
人
ノ
嫡
子
工

製
造
稽
古
料
年
金
各
二
円
ヲ
給
輿
シ
細
工
手
伝
人
十
六
名
（
コ
頂ノ
制
限）

工
年
米
弐
百
八
拾
石
金
千
五
百
円
ヲ
無
利
子
ニ
テ
貸
渡
シ
加
之
松
木
柴
薪

者一
人
ナ
リ

J,1.

(88) -29-



大川内山

ト
ス

十
ニ
ヶ
倉
開
晶
翫
疇ノ
ヲ
給
輿
セ
ラ
レ
タ
リ
以
上
ハ
定
例
ニ
シ
テ
天
災
等
非

常
ノ
難
二
罹
ル
時
ハ
若
干
ノ
金
穀
ヲ
救
値
セ
ラ
ル
故
ヲ
以
テ
緻
密
精
巧
他
山
比
類

ナ
ク
ニ
百
有
餘
年
明
治
維
新
ノ
際
二
至
レ
リ
明
治
三
年
藩
主
発
売
ノ
禁

ヲ
解
キ
各
自
ノ
営
業
ト
シ
前
給
輿
ヲ
廃
止
セ
ラ
レ
シ
所
販
路
廣
ガ
ラ
ズ
エ
人
其

他
途
ヲ
失
ヒ
全
山
殆
ン
ド
滅
絶
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
至
レ
リ
ヲ
以
テ
上
等
品
ノ
製
造

ヲ
止
メ
尋
常
粗
悪
ノ
鉢
皿
等
ヲ
製
ス
ル
モ
逐
年
愈
々
疲
弊
衰
類

ス
ニ
三
ノ
有
志
者
痛
ク
之
ヲ
慨
歎
シ
社
ヲ
結
ビ
挽
回
ノ
道
ヲ
計
ル
ト
雖
モ
資

金
二
乏
ク
往
時
隆
盛
ノ
半
ニ
シ
テ
モ
復
ス
ル
能
ハ
ズ
徒
二
滅
絶
セ
ザ
ル
ト
云
爾

一
陶
器
原
料
ノ
土
石
産
地

肥
前
国
西
松
浦
郡
町
裏
村
字
大
堤
ノ
陶
土
ヲ
以
テ
製
造
ス
仝
郡
大
川
内

村
字
四
本
柳
ノ
陶
石
ヲ
以
テ
釉
薬
二
調
合
ス
但
シ
氷
輪
焼
ノ
部
仝
国
仝
郡

有
田
皿
山
字
泉
山
ノ
陶
石
ヲ
以
テ
製
シ
原
料
二
於
テ
他
国
ヨ
リ
取
寄
ル
者
ナ
シ

一
土
石
産
出
高

明
治
十
二
年
ヨ
リ
十
六
年
二
至
ル
迫
五
年
間
毎
年
平
均
シ
陶
土
三
十
六
万
斤
ニ
シ
テ

価
格
ハ
五
拾
七
円
六
拾
銭
採
掘
賃
駄
賃
等
ノ
価
格
ニ
シ
テ
其
営
業
人
ニ
ハ

採
掘
賃
ヲ
支
弁
シ
営
業
人
ノ
定
限
ナ
シ

仝
五
年
間
平
均
陶
石
七
萬
二
千
斤
ニ
シ
テ
価
格
七
拾
二
円
切
賃
駄
賃
諸

入
費
ノ
価
格
ニ
シ
テ
利
益
ナ
シ
営
業
人
ノ
定
限
ナ
ク
切
賃
丈
ヲ
給
ス
ル
ノ
ミ

一
原
料
準
備

採
掘
セ
シ
陶
土
ヲ
水
二
浸
シ
小
砂
屑
ヲ
淘
汰
シ
去
リ
極
細
密
ナ
ラ．
シ
メ
粘
土
卜
為
シ

用
ユ
ル
ヲ
以
テ
十
分
ノ
ニ
ヲ
減
ス
其
調
合
ハ
上
中
五
分
五
分
ヲ
通
例
氷
輪
焼
ノ
分
量

採
掘
セ
シ
陶
石
ヲ
日
二
晒
シ
乾
シ
テ
後
鉄
鎚
ヲ
以
テ
小
塊
ト
ナ
シ
是
ヲ
水
碓
ニ
テ
揚

砕
キ
細
粉
ト
ナ
シ
水
二
浸
シ
小
砂
ヲ
淘
汰
シ
去
リ
極
細
密
ナ
ラ
シ
メ
粘
土
卜
為
シ
用

41. 氷輪焼とはひび焼きのことであろう。
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大川内山

有
式
ノ
ミ
ナ
リ

一

本
窯

一

素
焼

ヲ
以
テ
押
製
シ
或
ハ
鋳
造
シ
テ
使
用
ス

一

造
杯

ル
モ
製
造
器
品
ノ
大
小
及
ビ
精
粗
二
依
テ
分
量
ノ
差
ア
リ

し
｀

ル
ヲ
以
テ
十
分
ノ
四
ヲ
減
ス
其
調
合
ハ
上
等
ノ
白
翌
三
分
下
等
七
分
ヲ
通
例
混
和
ス

輛
轄
盤
ハ
従
来
ノ
木
製
ニ
シ
テ
蹴
リ
車
ノ
ミ
ナ
リ
石
膏
粘
土
製
ノ
模
型

素
焼
窯
ハ
各
製
造
家
製
作
場
ノ
側
ニ
―

個
ア
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
其
数
十
個
其
外
形

（
異）

概
ネ
本
窯
ノ
如
シ
内
部
ノ
造
構
二
至
テ
ハ
甚
殊
ナ
リ
奥
行
九
尺
幅
九
尺
ニ
シ
テ

湿
潤
ヲ
防
止
ス
ル
タ
メ
耐
火
カ
ヲ
以
テ
高
ク
築
立
内
部
ノ
高
低
ナ
カ
ラ
シ
メ
熱
気

周
到
ス
ル
様
注
意
シ
其
杯
品
ヲ
積
ム
所
ハ
火
床
ヨ
リ
高
ク
上
リ
燃
火
ヲ
側
面
ヨ

リ
受
ク
ル
ノ
造
構
ナ
リ
器
品
ノ
数
大
小
平
均
千
七
百
個
ヲ
入
ル
ル
ナ
リ
薪
材
ノ
消

費
高
松
雑
木
四
千
斤
代
価
戸
[
年
三
円
ナ
リ

梁
設
窯
ニ
一

定
シ
多
キ
ハ
十
六
個
或
ハ
連
接
セ
リ
其
数
四
ヶ
所
最
下
床
ノ
奥

行
壱
間
半
幅
壱
間
最
上
奥
行
四
間
半
幅
二
間
三
合
ニ
シ
テ
最
下
ヨ
リ
次
第

ニ
大
ナ
リ
昔
時
ヨ
リ
ノ
方
言
二
窯
ノ
大
小
ヲ
舛
合
勺
ノ
唱
ヲ
以
テ
区
別
セ
リ
通
例
ノ

大
窯
ヲ
一

舛
其
上
ヲ
一

舛
一

合
或
ハ
ニ
合
位
迄
ニ
シ
テ
以
下
九
合
ヨ
リ
何
合
何
勺

卜
唱
ヒ
其
一

舛
ナ
ル
者
ノ
奥
行
四
間]
冠
幅
二
間
三
唸
斜
傾
度
ノ
勾
配
四
尺
以
下

ナ
ル
モ
ノ
是
二
準
ズ
然
シ
テ
次
第
二
傾
斜
「
度」
一

連
接
セ
リ
故
二
窯
ノ
多
少
ニ
ョ
リ
梁

設
ノ
長
短
廣
狭
及
ビ
土
地
ノ
高
低
モ
亦
是
二
準
ズ
欧
州
式
ハ
更
ニ
ナ
シ
固

一

釉
薬

釉
薬
ハ
四
本
柳
ノ
陶
石
壱
升
杵
灰
五
合
六
合
ヲ
調
和
ス
ル
ヲ
通
例
氷
輪
焼
ノ

調
合
ト
ス
白
焼
ノ
釉
薬
ハ
通
例
上
等
ノ
白
翌
一

升
二
杵
灰
五
合
六
合
或
ハ
四
合
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大川内山

小
差
ア
リ
テ
不
同

以
上
洋
製

青
色
ハ
コ
ロ
ー
ム

（
コ

パ

ル

ト）

紺
青
ハ
箇
巳
爾
土

黄
色
ハ
伊
豫
白
口
目

紫
ハ
紫
金
及
萬
奄

ヲ
加
工
調
和
ス
ト
雖
モ
火
度
ノ
強
弱
ヲ
考
計
シ
火
二
近
キ
ニ
随
テ
灰
ヲ
減
ス
白
翌

一
本
窯

前
述
ノ
如
ク
素
焼
シ
タ
ル
器
ヲ
本
窯一
個
二
焼
成
ス
個
数
ハ
大
小
ニ
ョ
リ
其
数

甚
ダ
多
寡
ア
リ
ト
雖
モ
概
通
例
花
瓶
水
指
火
鉢
丼
鉢
皿
煎
茶
急

火
須
奈
良
茶
碗
類
平
均
三
千
四
百
個
焼
成
中
破
砕
歪
斜
平
均
凡
百

分
ノ
十
焼
成
時
間
ハ
暑
中
十一
時
間
寒
中
九
時
間
ヲ
以
テ
焼
終
レ
リ
燃
材
ノ

消
費
高
松
木
二
萬
本
代
価
豆尺午
拾
四
円

一
粉
飾
用
諸
顔
料
ノ
種
類
井
二
調
合
法

（
硫）

赤
色
ハ
流
酸
鉄
ヲ
以
テ
製
ス

緑
青
ハ
酸
化
銅

以
上
本
邦
製

右
取
調
ハ
硝
子
ノ
粉
末
ヲ
以
テ
調
和
ス
其
分
量
二
於
テ
ハ
各
製
造
家
二

一
陶
磁
器
製
出
高

明
治
十
二
年
ヨ
リ
仝
十
六
年
迫
五
ヵ
年
間
毎
年
製
造
品
平
均
拾
二
萬
四
千

（
異）

個
ヲ
下
ラ
ズ
其
焼
成
品
ノ
価
格
ハ
年
ニ
ヨ
リ
大
二
殊
ナ
リ
明
治
十
二
年
十――一
年
平

均
壱
萬
七
千
円
夫
レ
ヨ
リ
次
第
二
下
リ
十
五
年
十
六
年
ニ
ハ
三
千
五
百
円
ト
ナ
リ

現
今
益
下
落
セ
ヨ
リ
製
造
品
ノ
種
類
ハ
花
瓶
水
指
火
鉢
丼
皿
鉢

煎
茶
急
火
須
奈
良
茶
碗
壺
盤
銅
捻
リ
細
工
物
神
仏
具
諸
飲

食
器
類
ニ
シ
テ
営
業
者
十
三
人
錦
手
営
業
者
四
名
ナ
リ

ハ
泉
山
ノ
最
上
石
灰
ハ
鹿
児
島
県
産
ノ
杵
灰
ノ
ミ
ヲ
専
ラ
使
用
ス
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椎峯山

一

素
焼

一

造
江

斤
仝
価
千
斤
二

付
平
均
壱
円
営
業
人
員
四
名

一

原
料
ノ
準
備 陶

磁
器
取
調
書

一

陶
磁
業
沿
革

（
陣）

文
禄
年
間
農
臣
秀
吉
公
征
韓
帰
陳
ノ
時
寺
澤
志
摩
守
ノ
手
二

従

ヒ
来
ル
韓
人
認
岬
二
名
東
松
浦
郡
小
治
郎
官
者
村
二

始
テ
高
麗
焼
ヲ

製
ス
然
モ
其
場
所
二

適
セ
ズ
常
郡
田
代
村
二

移
リ
又
川
原
村
二

移
ル
是
亦

盛
業
ヲ
ナ
サ
ズ
慶
長
二
年
二
至
リ
嘗
時
ノ
領
主
地
ヲ
椎
峯
山
ノ
官
林
中
二

下
賜
セ
ラ
レ
現
今
迫
永
続
セ
リ
天
保
弘
化
嘉
永
ノ
際
ハ
一

時
盛
ナ
リ
シ
モ
現

今
二
至
リ
年
々
衰
微
シ
テ
目
下
只
陶
器
山
ノ
名
ノ
ミ
ア
リ
テ
実
ハ
ナ
キ
姿
ニ
ナ
レ
リ

一

陶
磁
器
原
料
土
石
産
地

肥
前
国
西
松
浦
郡
笠
椎
村
字
花
畑
仝
井
手
口
ニ
ヶ
所
ノ
土
ヲ
混
合
シ
テ
製
ス

一

右
土
石
産
出
高

西
松
浦
郡
椎
峯
山

（
掘）

明
治
十
一

年
ヨ
リ
十
六
年
迫
六
ヵ

年
間
毎
年
平
均
堀
採
高
弐
萬
五
千

採
取
セ
シ
陶
土
二
品
ヲ
当
分
二

混
合
シ
水
碓
ニ
テ
揚
砕
キ
粉
ト
ナ
シ
水
ニ
テ
粘
交

セ
淘
汰
シ
テ
悪
土
ヲ
去
リ
製
シ
揚
ゲ
タ
ル
土
ハ
十
分
ノ
五
二

減
ス
外
二

調
合
品
ナ
シ

輛
櫨
盤
ヲ
木
製
ニ
シ
タ
ル
蹴
車
ヲ
用
ユ
外
二

石
膏
等
ノ
模
型
ナ
シ

素
焼
窯
ノ
個
数
四
個
ア
リ
奥
行
二
間
幅
八
尺
素
焼
一

回
ニ
シ
テ
焼
成
シ

得
ル
器
平
均
百
五
十
個
二
百
個
二
至
ル
之
ヲ
残
ラ
ズ
本
窯
二

直
シ
テ
製
シ
得
ル
品
ノ
ミ

ニ
シ
テ
素
焼
一

回
ニ
シ
テ
成
熟
ス
ル
品
ナ
シ
薪
材
ハ

柴
染
八
荷
位
仝
価
壱
荷

金
三
銭
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椎峯山

明
治
十
七
年
十一
月
十
九
日

西
松
浦
郡
長
高
木
盛
賛
殿

明
治
十一
年

仝
十
二
年

仝
十
三
年

弐
萬
個

九
百
九
十
円

右
ハ
勧
第
二
八
五
号
ヲ
以
テ
御
達
シ
相
成
候
陶
器
取
調
候
所
書
上
ノ

第
四
区
域
内
勧
業
委
員

通
リ
相
違
無
御
坐
候
也

仝
十
六
年

仝

仝

原 ‘13

五
百
五
十
円

仝
十
五
年

仝

弐
萬
個

仝

七
百
円

仝
十
四
年

仝

弐
萬
八
千
個

仝

仝 奈
良
茶
碗
火
鉢

植
木
鉢
小
皿
花
活

仝

仝
脱
，ト

三
萬
四
千
個
（
仝）

千
七
百
円

四
萬
八
千
個

三
萬
六
千
個

代
価
千
六
百
八
拾
円

営
業
人
員
四
人

明
治
十一
年
ヨ
リ
仝
十
六
年
迫
六
年
間
毎
年
製
造
品

灰
ハ
凡
テ
充
或
ハ
櫨
ノ
灰
ヲ
用
テ
外
二
絵
具
等
ナ
シ

利

郎

登
リ
壱
ヶ

所
個
数
最
下
床
ヨ
リ
最
上
床
迫
十
四
個
奥
行
四
間
幅
弐
間
傾

斜
尺
二
付
三
寸
皆
固
有
式
ノ
ミ
ニ
シ
テ
欧
州
式
ナ
シ

一
絵
薬

佐
賀
県
杵
島
郡
榎
木
原
村
ヨ
リ
来
ル
薬
土一
舛
二
灰
八
合
ヲ
調
合
ス

窯
壱
個
二
大
小
器
品
四
百
個
焼
成
中
破
壊
歪
斜
ニ
テ
損
傷
セ
ル
器
品
平

均
三
合
ヲ
損
ス
焼
ノ
時
間一
窯
八
時
間
ニ
シ
テ
終
ル
薪
材
ノ
費
消
弐
千
五
百
本
仝

価
金
壱
円
五
拾
銭

一
陶
磁
器
ノ
製
出
高

一
本
窯

一
本
窯

千
四
百
四
拾
円

42. 椎峯では陶器を生産していた。 この記述から釉薬に使用する灰は杵島郡木原からもたらされる薬（発色させるための酸
化鉄などの金屈化合物か）と阻や炉の灰を用いていたことがわかる。

43. 原利 一郎は明治12年には西松浦郡大｝1|野村人民惣代をつとめている。（伊万里市史編築室杉本多弥氏のご教示による）
市ノ瀬山、 椎の峯山、 大川内山という三つの生産地区について報告しており 、 ここでは 、 伊万里を中心とした西松浦郡第
四小区の勧業委員であったことが知られる。

-34- (83)



東松浦郡

陶
磁
器
取
調
書

一

陶
磁
業
沿
革

夫
レ
唐
津
焼
ナ
ル
モ
ノ
ハ

遠
ク
ハ

則
神
功
皇
后
近
キ
ハ

則
豊
臣
大
臣
ノ
時
ニ

起
因
シ
執
レ
カ
審
カ
ナ
ル
ヲ
知
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
殊
二
陶
磁
師
ナ
ル
モ
ノ
ハ

文
字
二

通
暁
セ

ズ
随
テ
系
図
記
録
ナ
ル
者
モ
ナ
ク
国
主
更
替
故
二
旧
藩
二

当
リ
係
官
其
ノ
沿

革
ヲ
審
ニ
セ
ズ
好
古
家
ノ
説
モ
則
チ
牽
合
附
会
ノ
説
タ
ル
ニ

過
チ
サ
ル
ナ
リ
今

何
二

由
テ
其
信
ヲ
考
ヘ
ン
陶
磁
ノ
事
松
浦
記
二

見
ヘ
タ
リ
因
テ
考
フ
ル
ニ
三
々
疑

ヲ
入
ル
ベ
ク
シ
テ
確
認
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
故
二

松
浦
記
二

載
ス
ル
所
ノ
悉
ク
書
ヲ
以
テ
参

考
二

供
ベ
シ
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
尚
ホ
廣
ク
問
フ
テ
以
テ
他
日
二

報
導
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス

松
浦
記
二

古
唐
津
焼
ノ
コ
ト
ヲ
載
セ
タ
リ
曰
神
功
皇
后
三
韓
ヨ
リ
太
郎
官

者
小
次
郎
官
者
藤
平
官
者
ノ
三
人
ヲ
召
シ
連
レ
陶
器
ヲ
製
ス
ル
ヲ
始
ム
之
ヲ

古
唐
津
焼
卜
云
フ
云
々
又
曰
朝
鮮
王
ノ
代
小
次
官
者
新
羅
王
ノ
代
太
郎
官

者
百
済
王
ノ
代
藤
平
官
者
ヲ
質
人
ト
ナ
シ
武
内
宿
福
初
テ
名
ヲ
付
シ
三
人
共

二

代
々
如
是
也
云
々
又
以
テ
村
名
ト
ナ
ス
云
々
筆
者
曰
ク
今
二
小
次
郎
官
者
村

ナ
ク
藤
平
官
者
村
ハ
藤
平
村
二

変
ジ
太
郎
官
者
村
ハ

太
良
村
卜
変
ズ
松

浦
記
二
曰
ク
牟
形
村
ヨ
リ
出
ル
土
ハ

寺
沢
公
ノ
代
迫
ハ

出
ザ
リ
シ
ガ
大
久
保
公
ノ

（
劣）

時
初
テ
掘
出
シ
タ
リ
公
議
御
献
上
始
マ
ル
此
土
高
麗
ノ
土
二

少
モ
少
ラ
ズ
日
本
無

双
ノ
土
ナ
リ
云
々
又
日
文
禄
慶
長
ノ
頃
高
麗
人
ヲ
召
サ
レ
焼
物
ヲ
始
メ
ラ
ル
初
メ

佐
志
二

焼
キ
後
稗
田
山
二

移
リ
又
大
川
野
村
二

移
リ
夫
レ
ヨ
リ
川
原
村
二

移

リ
元
和
ノ
頃
椎
峯
二

移
リ
其
子
孫
相
続
テ
今
二

焼
ケ
リ
云
々
筆
者
日
父
老
ノ

言
二
初
メ
小
次
郎
官
者
二

焼
キ
後
坊
主
町
二

焼
キ
稗
田
村
二

移
リ
後
丁
田
椎

峰
ノ
ニ
派
二

別
ル
丁
田
村
ハ

御
茶
碗
窯
ノ
在
ル
所
ナ
リ
椎
峯
ハ

私
山
二

属
シ

御
茶
碗
窯
陶
磁
ハ
公
議
ノ
献
上
物
ナ
ル
ヲ
以
テ
大
二

改
良
ヲ
加
へ

世
ノ
賞
揚

東
松
浦
郡

44.「松浦記」は昭和49年名著出版発行「松浦叢響2」に収録されている。 確かにこの沿革の記述は、I松浦記第五編
旧跡」にみられる記載内容に似ている。

45. 丁田村とは現在の唐津市町田のこと。
46. 御茶碗窯では唐津藩への御用品を焼成したとされる。

名所

(82) -35-



東松浦郡

斤
妙
見
二
斤
半
牟
形
村
一

斤
半
ヲ
以
テ
青
磁
ヲ
製
ス

一

造
杯

陶
磁
師
出
張
立
會
ス
ル
ノ
ミ
ナ
リ

陶
磁
窯
存
ズ

ス
ル
ニ
至
リ
タ
リ
ト
松
浦
記
二
曰
三
韓
ノ
土
ニ
テ
作
リ
日
本
二

持
渡
リ
テ
焼
キ

（
陣）

タ
ル
ヲ
火
バ
カ
リ
ト
名
ク
云
二

又
日
唐
人
町
ハ
太
閤
高
麗
御
帰
陳
ノ
節

焼
物
師
御
召
シ
連
レ
比
所
二

置
玉
フ
此
所
ニ
テ
晒
布
ヲ
製
シ
テ
差
上
ル

ト
云
フ
夫
廃
藩
以
来
有
志
家
結
合
再
興
ヲ
謀
ル
ト
雖
モ
盛
ナ
ル
ニ

至
ラ
ズ
只

一

陶
磁
器
原
料
土
石
産
地

東
松
浦
郡
出
野
村
字
笠
椎
村
同
郡
加
部
島
村
同
郡
有
浦
村
字
牟
加

多
同
郡
谷
口
村
以
上
ノ
土
ヲ
以
テ
本
シ
ロ
ニ

製
ス
人
形
床
置
ノ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
笠

椎
村
同
郡
神
田
村
字
山
口
同
村
字
北
ノ
崎
ノ
三
品
ヲ
以
テ
ス
青
磁
ノ
如
キ
ハ
笠
椎

加
部
島
牟
形
妙
見
村
山
口
村
字
北
ノ
崎
ノ
三
品
ヲ
以
テ
ス

一

右
土
石
産
出
高
等

一

ヵ

年
大
凡―
二
万
五
千
斤
ヲ
掘
採
リ
此
ヲ
掘
採
ス
ル
ヤ
素
ヨ
リ
御
用
人
足

（
掘）

（
掘）

ニ
テ
堀
採
運
搬
価
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
之
ヲ
堀
採
ス
ル
ノ
際
其
原
質
鑑
定
ノ
為
メ

一

原
料
準
備

各
所
土
ヲ
取
リ
踏
蠣
臼
ニ
テ
踏
ミ
砕
キ
細
粉
シ
タ
ル
土
ヲ
水
二

浸
シ
沈
泥
ヲ
取
リ

箱
筵
二
入
テ
水
ヲ
引
キ
凝
結
ヲ
待
テ
踏
板
二

乗
セ
踏
粉
ナ
シ
是
ヲ
細
工
人
二

渡
ス
細
工
人
ハ

饒
櫨
二

乗
セ
テ
之
ヲ
製
造
ス
原
質
減
消
仮
令
バ
一

貫

目
二

付
二
百
五
十
目
減
消
ス
原
質
調
合
ノ
分
量
種
々
ア
リ
ト
雖
モ
今
其
―

二

ヲ
挙
レ
バ
本
白
製
ノ
者
ハ
笠
椎
村
六
斤
加
部
島
四
斤
有
浦
村
牟
形
白

土
六
斤
ヲ
以
テ
本
白
二

製
ス
青
磁
ハ
笠
椎
八
斤
神
田
村
北
ノ
寄
加
部
島
六

8

輛
轄
輪
車
二

乗
セ
模
型
ハ

雲
鶴、

菊、

葵、

小
弓
形、

ノ
如
キ
押
形
ヲ

47. 

48. 

「本シロ」とは磁器ではなく 、 白っぼい陶器をさすものと推測される。

ここでいう模型とは 、 製打ち成形に用いる土型のことを意味するのであろう。
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東松浦郡

一

本
焼

焼
ス

用
ル
ト
雖
モ
本
ヨ
リ
手
造
作
ナ
ル
ヲ
以
テ
別
二

模
型
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
細
工
人
ノ
用
ル
品

父
祖
ノ
時
素
焼
窯
ア
リ
シ
ト
云
フ
今
本
焼
窯
ヲ
代
用
ス
其
上
床
二

於
テ
施
行
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49. 急焼とは急須のことか。

50. 卓下は卓（しよく）の下で用いる比較的小振りの花生。 記録では「卓下花生」とある。

(80) -37-



東松浦郡

唐
人
黒
絵
薬
ノ
一

種
ヲ
用
テ
他
二

用
ル
モ
ノ
ナ
シ
最
モ
献
上
者
ノ
一

辺
二

付
テ
云

一

陶
磁
器
ノ
製
造
高

唐
津
焼
ハ

年
二
回
焼
立
ル
ヲ
以
テ
定
例
ト
ナ
ス
商
品
ニ
ア
ラ
ズ
故
二

産
額

僅
少
売
品
ニ
ア
ラ
ズ
故
二

価
格
ナ
シ
営
業
人
員
十
一

名
ア
リ
シ
ガ
只
三
名
ア
ル
ノ
ミ
ナ
リ

先
ニ
―

名
死
シ
テ
今
ヤ
ニ
人
ナ
リ

大
島
吉
左
衛
門
ハ

技
術
師
ナ
リ
今
ヤ
亡
シ
幼
時
存
ス
記
録
偲
ラ
ズ
最
モ
古
家

ナ
リ
ト
云
フ

前
田
幸
太
郎
ハ
陶
磁
師
ナ
リ
秘
法
ヲ
父
俊
太
郎
二

受
ク
廃
藩
以
来
屡

々
再
興
ヲ
企
ツ
ル
モ
賛
成
者
少
ナ
リ
中
途
ニ
シ
テ
廃
ス
今
ヤ
赤
貧
洗
ガ
如
シ
日
雇

ト
成
テ
以
テ
日
ヲ
送
ル
再
興
ノ
成
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
今
二

再
興
ノ
志
絶
ヘ
ズ
時
ヲ
待

テ
大
二

為
ス
ア
ラ
ン
ト
ス
明
年
中
央
共
進
會
二

付
陶
磁
器
技
師
調
書
前

田
幸
太
郎
ノ
ロ
述
二

由
リ
之
ヲ
記
ス
仝
人
父
俊
太
郎
発
明
薬
安
政
七
年

ニ

関
ル
ハ
白
ノ
上
ハ

薬
ナ
リ
（
ハ
シ
リ
ヨ
ク）

光
沢
大
二

宜
ク
其
土
タ
ル
有
浦
牟
形
ノ
白

土
八
斤
木
灰
七
斤
半
ニ
テ
製
ス
ト
云
フ
抑
モ
陶
磁
ノ
大
切
ナ
ル
ハ

惟
薪
ノ
枯
レ

方
卜
灰
ノ
調
合
方
ニ
ア
リ
ヤ
故
二

薪
木
ノ
如
キ
ハ
三
年
ヲ
経
タ
ル
松
薪
木
卜
雖
モ

皆
本
窯
ノ
上
床
二

薪
ヲ
積
ミ
下
床
二

火
カ
ヲ
施
シ
之
ヲ
枯
燥
セ
シ
メ
其
後

取
出
シ
テ
以
テ
用
二

供
ス
ト
云
フ
今
ヤ
一

般
陶
磁
師
始
メ
薪
二

交
ル
ニ

柴
ヲ
用

ル
ト
雖
モ
旧
藩
時
二

嘗
リ
当
郡
二

柴
ヲ
用
ル
ハ
仝
人
ヲ
始
ト
ス
ト
祖
先
ノ
記
録

則
土
石
分
量
調
合
法
今
二

偲
ハ
ル

54

 中
里
敬
宗
モ
陶
磁
師
ナ
リ
最
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リ
物
二
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ズ
薬
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合
二
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テ
ハ
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郎
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―
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ル
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右
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郎
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ロ
述
二
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テ
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参
考
二

供
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テ
功
労
者
ヲ
表
章
ス

明
治
十
七
年
十
一

月

フ
モ
ノ
ナ
リ

東
松
浦
郡
役
所

51. 唐人黒絵薬とは天然の酸化コバルトで呉須のことであろう。献上唐津に用いられている。

52. 大島吉左衛門については不明であるが、 大島家は唐津の中里家とともに陶家として古く、 この時点で廃業していたので

あろう。初代は大島彦右衛門（角泊）という。 中島浩氣著「肥前陶磁史考J108頁

53. 前田幸太郎は献上唐津の土及び釉薬の調合法に長じた人物として「肥前陶磁史考Jにも記されている。 秘法を記した帳

面を唐津の陶工中野党林に謡ったという。中島浩氣「肥前陶磁史考J108-109頁

54. 中里敬宗（中里右兵衛）は中里家八代尚徳の次男で中里家十一代中里天祐の実父。 明治 2年に御茶碗師頭取となる。 明

治20年に69歳で没。 この記述からは捻り細工物に長じているとされる。 十三代中里太郎右術門「祖父十一代天祐のこと」

「唐津・御茶碗窯四代展J図録所収 読売新聞社 1996年 122-124頁
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志田山
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又
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ノ
陶
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光
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セ
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十
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落
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肥
後
国
天
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郡
古
坐
床
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江
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路
々
ノ
各
地
ナ
リ

一

陶
土
石
仕
用
高

凡
ソ
六
分
ヲ
減
ス

叩
パ
六
分
ヲ
減
ス

今
ヲ
去
ル
ニ
百
五
十
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前
即
チ
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年
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主
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津
郡

陶
磁
器
取
調
書
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 久
間
村

（
山）

志
田
村

、`

55. 久間村と志田村のふたつが連記されている。 久間村のほうは志田東山 、 志田村は志田西山とよばれる。
56. ここでは藩士尾形郡治なるものに命じて活況を得るとある。 尾形郡治は蓮池の藩士で、 吉田山 、 志田山陶器方であった。

蓮池藩主鍋島雲斐（鍋島直輿）は尾形惟晴を造わして陶器窯を改築し、 或いは物査を供して1B態に回復させたと「肥前陶
磁史考Jにあるので、 尾形の働きは後世の人々に評価されている。 中島浩氣著 「肥前陶磁史考J 193頁

一方で 、 「天保三年より吉田郷志田山陶器方を設けるに、 今日に至り小額ならざるの欠銀を生じ 、 其陶器商及び職員を
糾弾したり」と 「蓮池藩日誌j （天保8年）にあり 、 さらに 、 天保12年「吉田山陶器方尾形軍治銭預符を陶器職人に通用
せしむ宗藩之を問ひ其一 己の意を以て使用したるを以て軍治を殷居に処す」とある。 尾形軍治は金銭を融通したものの 、

のちにそれがもとで処分を受けてしまったことがわかる。
天保年間に再興した窯には志田東山3号窯があるが 、 東山は鍋島藩の領地にあたるのでここで述べられている活況を復

活したというのは西山に関する記述であろう。 志田東山3号窯は、 天保13年に塩田の商人江口平兵衛が再典に務め、 開窯
した窯である。 塩田IIII教育委員会発行『天相日記抜粋』（塩田Ill『文化財調査報告紺第十一梨 古文嘗学習脊料三）および
「塩田町史上巻」522頁 峯崎幸清「塩田焼概説」「後期伊万里志田焼 ー 大皿編 ー」所収65頁および 「塩田町史上巻」524頁

以上のことから、 西山および東山は天保の不況をのりこえ、 後世へつなげたものと解釈できる。
57. 中島信成は旧蓮池士族。 明治3年藤原に築かれた窯は熊山陶器社と称した。「中村信成は村内に仕事が乏しく 、 活気が

ないのを心配して陶器を焼き、 人々の苦しみを救うため字金割に明治3年同志十名と陶器窯を築いたのがはじまりである」
と『藤津郡村誌」にある。『塩田町史下巻j「第二章産業・経済」（盛 敏治執箪）190頁より引用。

58. 光武、 代木、 東山、 などの各所に明治十年まで五つの窯が加わったとされる。『陶器製造沿革調」長崎県立図響館郷土
課所蔵「著名物産地表 、 陶器製造沿革調 、 諸会社一悶表」勧業課商工務係事務簿 、 明治13年～同16年によれば、 字西山、
光武 、 藤原に6登、 東山には3登の窯が記録される。 この記録中には中島信成の名はない。

59. 天草郡深江古座床産の土は、 この志田のほか北茂安白壁 、 小田志の磁器製品における原料として報告されている。
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言
之
ヲ
掛
ケ
土
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云
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チ
素
焼
窯
二
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ム

仝
十
六
年

一

原
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ノ
準
備

仝

二
千
二
百
六
拾
円

仝
十
五
年

仝
十
四
年

二
百
三
十
七
万
斤

百
八
拾
万
斤

八八
工 工

二
千
九
百
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円

四
千
三
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拾
円
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治
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0
五
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二
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斤

価
格
二
千
九
百
七
拾
円

60. 漉船とはいわゆる水簸槽のことを意味している。

61． 深廿匹l五尺とは写し1間違いであろう。原本では深サ四五尺であったと推測される。 この志田の取調書には原料の準備に

ついての解説が詳しい。江戸期から磁器原料となる陶土生産が盛んであった土地柄がしのばれる。

62. カンナについて記載があるのはこの志田の報告のみであるが、 各窯場で使用されている基本的な道具である。

63. 掛け土については、 志田の製品に特徴的な技法である。磁器の最上品を製造する原料を水に溶かし 、 器の内側にかける。

白化粧の薄い陪を表面にほどこすことで 、 白い素地をより 一陪白く美しくし、 染付の発色を良くする効果があるものと考

えられる。この記述からこの地域では当時この技法を掛け土と呼んでいたことがわかる。 鈴田由紀夫「志田焼の文様と技

法」［後期伊万里志田焼 ー 大Jlll編 ー 」所収71頁
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志田山
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リ
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ハ
営
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火
床
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座
二
至
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幅
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間
此
内
火
床
巾
半
間
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ヨ
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奥
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火
ヲ
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ユ
ル
所
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回
二
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得
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千
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百
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凡
ソ
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千
個
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ノ
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凡
ソ
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千
八
百
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窯
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間
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設
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数
拾
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床
ヨ
リ
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床
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拾
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ス
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拾
八
個
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登
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個
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各
登
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間
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ヲ
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一
釉
薬

64. 釉薬に用いる灰（オ乍灰）は有田や大川内においては薩磨産のみであったが、 ここでは薩摩の阿久根産、 肥後の隈産、 農

後の産のものなどが使用されていることがわかる。
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価
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四
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ハ

営
業
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五
名
製
造
器
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此
価
額
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額
四
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百
円

本
焼
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個
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回
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焼
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シ
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器
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窯
即
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鉢
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損
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個
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時
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消
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ソ
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壱
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本
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飾
用
諸
顔
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種
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二
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）

65
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箇
抜
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篤
ヲ
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抜
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篤
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二

付
土
五
升
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混
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六
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云
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二

六
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ヲ
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合
卜
言
フ
何
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モ
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品
能
ク
混
和
シ
テ
素
焼
窯
二

於
テ
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焼
ヲ
ナ
ス
節
能
ク
焼
キ
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后
チ

挽
臼
ニ
テ
能
挽
摺
ル
両
三
度
ニ
シ
テ
粉
飾
二

用
ユ

昔
時
ハ

唐
絵
薬
ヲ
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以
テ
書
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絵
ノ
飾
ノ
ミ
ナ
セ
シ
ガ
明
治
五
年
ノ
頃
ヨ
リ
形
打
ト
ナ
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紺
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ノ
形
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コ

パ

ル

ト
）

紙
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
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具
ヲ
ナ
セ
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箇
抜
児
土
篤
ノ
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薬
ヲ
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シ
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二

塗
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其
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ナ
ス
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速
ナ
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書
絵
二

十
倍
ス
故
二

現
今
ノ
書
キ
絵
ノ
法
ヲ
用

一

陶
磁
器
ノ
製
出
高

明
治
十
二
年
ハ

営
業
人
四
拾
五
名
製
造
器
品
皿
鉢
合
シ
テ
弐
百
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十
八
万
個

明
治
十
三
年
ハ

営
業
人
五
拾
名
製
造
器
品
二
百
六
十
四
万
個
此
価

額
七
万
八
千
円
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万
五
千
二
百
円

格
二
万
五
千
二
百
円

ル
モ
ノ
稀
ナ
リ

一

本
焼

65. ここは西洋産のコバルトの稀釈法について解説されている部分である。

66. 明治5年の頃から絵付が型打（型紙摺）となったとある。 塩田町歴史民俗査料館には最も古い明治4年の紀年銘をもっ

型紙摺の製品が所蔵されている。 これには「明治四歳 白諸勝 志田東1111山燈」と裂面に描かれている。 したがってこの

製品は型紙摺がはじまった頃の貴重な査料といえよう。 平成元年塩田町教育委員会発行 『塩田町歴史民俗査料館第一回

特別展塩田のやきもの「志田焼展j展示目録』図版39に掲載
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格
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五
拾
円

陶
器
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陶
業
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革

今
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弐
百
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拾
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先
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嘗
郡
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町
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村
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器
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数
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シ
飲
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製
造
セ
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以
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ル
繁
盛
二
至
レ
リ
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云
フ
故
二

嘗
山
二

於
テ
モ
該
業
者
中
ヨ
リ
一

社
ヲ
建
立
シ
テ

吉
浦
神
社
ヲ
祭
リ
来
レ
リ
然
レ
バ
此
時
ヲ
以
テ
裳
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開
業
ノ
権
輿
卜
云
フ
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可
ナ
ラ
ン
カ
素
ヨ
リ
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興
ノ
称
ア
レ
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是
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リ
先
キ
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業
営
ミ
来
リ
タ
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者
ナ
ラ
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然
シ
微
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タ
ル
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二
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ザ
ル
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シ
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ハ
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初
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麗
人
来
リ
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此
術
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授
ケ
リ

卜
是
レ
全
ク
父
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ノ
ロ
碑
二

偲
ル
ノ
ミ
ニ
テ
記
録
ノ
由
ル
ベ
キ
ナ
ケ
レ
バ

年
歴
実

否
詳
ナ
ラ
ズ
爾
来
多
少
ノ
盛
衰
ア
リ
ト
雖
モ
旧
藩
主
ヨ
リ
数
度
ノ
保
護
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受
ケ
全
ク
廃
業
ス
ル
ニ
至
ラ
ズ
天
保
年
間
二
至
リ
販
路
全
ク
閉
塞
殆
ン
ド

炊
煙
絶
タ
ン
ト
ス
ル
ノ
景
況
ナ
リ
キ
因
テ
旧
藩
主
念
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ヲ
脳
マ
サ
レ
又
、

再
興

ノ
為
メ
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主
尾
形
郡
治
ナ
ル
モ
ノ
ニ
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多
額
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ヲ
営
業
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二

貸
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シ
保
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一

方
ナ
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シ
ョ
リ
漸
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ヲ
今
日
二

続
ク
ヲ
得
タ
リ
明
治
十

三
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一
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製
造
品
近
年
未
曾
有
ノ
騰
貴
ナ
リ
シ
ガ
明
治
十
四
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春
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頃
ヨ
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漸
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落
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五
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郡
吉
田
村
吉
田
皿
山

67. 吉浦神社には蓮池藩主鍋島直澄が祭られている。

68. 尾形郡治については前出の久間 ・志田の報告においても同様に記述されている。
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茶
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損
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窯
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焼
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梨
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右
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梨
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ヨ
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十
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八
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落
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69. 梨子の木田の陶土については、 副島茂右衛門が発見したとされる。 副島茂右衛門は正徳4 年(1714年）に96歳で没した
という。『嬉野町史上巻J 620頁

70. 吉田山には5基の登窯があったとされる。 おそらくこの明治17年の報告にある5基の窯は白岩山の1基、 吉田1ll1山の3
基、 さらに明治13年に設立された精盛社の窯「社の窯」（明治15年築窯）のことであろう。
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ラ
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迫
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尺
各
窯
床
ト
モ
最
下
ヨ
リ
最
上
迫
傾
斜
ス
ル
コ
ト
窯
ニ
ョ
リ
同

ナ
ル
モ
ノ
奥
行
五
間
巾
弐
間
半
高

丈
一

尺
小
ナ
ル
モ
ノ
奥
行
一

間
半
幅

71. この吉田は碗および蓋付の碗（奈良茶碗）を多く産出した土地として知られている。
72. 十二三年前までは中国産を用いていたがその後は西洋品を用いるとあり 、 西洋コバルトは明治4、 5年から使用しはじ

めたと解釈できる。 明治3年(1870年）にワグネルにより教授され、 当地域に急速に普及したことの裏付けになるであろ
う。鈴田由紀夫「近代陶磁の年代考証について一 絵具の変遷を中心として一 」1983年 佐賀県立九）廿陶磁文化館『近代の
九州陶磁展」所収 150頁
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落
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茶
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又
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又
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茶
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73. 文禄／羹長の役によって1災長3年に連れて来られた朝鮮人陶工相源、 金源が内野山に来たともいわれており、 相瀕夫婦の

墓とされる党永17年銘の墓碑が存在する。 中島浩氣著r肥前陶磁史考J 185頁
天正年間に1非l業の裏付けとなるものは不明。

74. 内野山では陶器にくわえ、 天明9年(1789年）より陶器に加え磁器の生産を始めた。 したがって 、 ここでも原料は陶器
と磁器と二種類が挙げられている。 内野山の磁器生産の開始については、 佐賀県文化財調査報告也「内野山北窯跡J 21頁
家田淳一執箪部分「内野山北窯跡I追跡の概要」に詳しい。

75. 藤津郡岩屋川内村でも磁器の原料となる陶石が採掘されていたのであろう。
76. 磁器の原料は天草陶石で、 調整後のものを購入し、 さらに地元の岩屋川内村産のものを混ぜていたことがわかる。
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77 この記述から内野山では磁器用の釉石は五島 、 対馬産のもの 、 灰は薩磨産のものを使用していたことがわかる。
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78. 西洋コバルトを稀釈するのに波佐見の三ノ股産の陶土が使用されている。 また、 日向産の杵灰も使用されていることが
わかる。磁器を生産するのに 、 さまざまな産地の材を用いて工夫しているものと解釈できよう。

79. 内野山には、 その後明治21年頃に富永源六が新しい窯を築いた。 この窯の製品はいわゆる源六焼とよばれる。

80. 冨永消兵衛と北島佐太郎は内野山の窯焼であり 、 「陶器製造沿革調』（長崎県立図書館郷土課所蔵『著名物産地表、 陶器
製造沿革調 、 諸会社一 況表』勧業課商工務係事務恕 、 明治13年～同16年）には、 窯の所有者六人のうち 、 おのおの節頭と
して名前が記されている。 したがって、 当時あった登窯2基の代表者による報告であったことがわかる。

81. 藤津郡長ではなく 、 佐賀県令鎌田景弼にあてられている。 当文書は 、 郡ごとにまとめられ 、 さらに佐賀県へと提出され
たことを示唆していよう。 藤津郡内の久間・志田および吉田の報告書の執筆が同人であったかは不明。
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82. 美野山については 、 「塩田町史下巻」「第二章産業・経済」（盛 敏治執筆）178-182頁に詳しい。 これによると、 美野
山は、 共同出査により築かれ、 貸料をとって稼動していた窯であり、 当明治17年には営業人6人とあるが、 この年に当窯

を貸借した人数であろう。
83. 天草産の石を用いているとあるが、 中島浩氣著『肥前陶磁史考』によれば吉田の嗚川の石を加えて製陶しているとある。

鳴川石については同書188-189頁に述べられている。
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84. 八本木の濱皿山は「施島年譜』 、 『鹿島藩日記』などの文書から、 享保年間 、 鹿島藩主鍋島直堅の時代に開窯したと考え

られている。 その後採業は中断し 、 安永期に再映されるにあたり、 制約を受けながらも有田皿山からの技術導入に腐心し

ている情況が「Jlll山代官旧記」からよみとれる。佐賀県立九州陶磁文化館「鹿島市浜町皿山窯跡 一 肥前地区古窯跡調査報

告古第10集ー』（渡辺芳郎執箪部分） 2頁 この沿革のくだりについては、 安永の次の天明期にはさらに地元の努力によっ

て技術をさせ、 産業を活況に至らしめたということであろう。
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ン
ド
廃

業
二

傾
カ
ン
ト
ス
ル
ノ
状
況
ナ
リ
シ
ニ
旧
藩
主
痛
ク
思
ヲ
焦
サ
レ
又
々
振
興
ノ

（
付）

為
メ
多
額
ノ
金
銭
ヲ
営
業
者
へ

貸
附
シ
百
方
保
護
ノ
庇
蔭
二

頼
リ
漸

ク
活
路
ヲ
今
日
二

継
グ
ヲ
得
タ
リ
明
治
十
三
年
一

時
製
造
品
ノ
価
格

近
年
未
曾
有
ノ
騰
貴
ナ
リ
シ
ガ
仝
十
四
年
春
夏
ノ
頃
ヨ
リ
漸
ク
下
落
シ

仝
十
五
年
十
六
年
ノ
頃
ニ
ハ
販
路
大
二

閉
塞
シ
再
ビ
天
保
年
間
ノ
衰
微
二

至
ラ
ン
ト
セ
シ
ガ
本
年
初
二

至
リ
柳
力
販
路
ハ

開
ケ
シ
ト
雖
モ
諸
品
格
ノ
下
落
ス

ル
ニ

従
ヒ
陶
価
尤
モ
下
落
セ
リ

一

陶
器
原
料
ノ
土
石
産
地

肥
後
国
天
草
郡
深
江
村
産
出
ノ
陶
石

一

右
土
石
産
出
高

陶
石
大
塊
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
鉄
鎚
ニ
テ
小
片
二

打
砕
キ
是
ヲ
水
碓
二

揚
カ
セ
細
末

ト
ナ
シ
后
チ
水
二

淘
汰
シ
テ
鹿
密
ヲ
分
別
シ
其
密
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
用
ユ
此
ノ
操
作
二

由
テ
原
質
ノ
減
消
高
十
分
ノ
五
ナ
リ

素
焼
窯
卜
称
ス
ル
学
嶋
ヲ
設
築
シ

モ
ノ
ニ
テ
則
チ
）

窯
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ

素
焼
一

回
二

焼
成
シ
得
ル
器
品
ノ
個
数
奈
良
茶
類
八
百
組

煉
瓦
石
ヲ
以
テ
方
八
尺
位
四
方
ヨ
リ
築
立
ル
コ
ト
凡

三
尺
五
寸
其
上
ヲ
土
ヲ
以
テ
塗
リ
所
々
二
窟
ヲ
明
ケ
タ
ル

壱
（
個

ヽ

(66) -51-



濱皿山

明
治
十
二
年
ヨ
リ
仝
十
六
年
迫
五
ヶ
年
間
平
均
一

ヶ
年
製
造
器
品
五
十
一

万
二
千

個
価
格
壱
万
二
千
三
百
四
十
四
円
四
十
八
銭
製
造
品
ノ
種
類
奈
良
茶
碗
煎

茶
碗
皿
ノー
ニ
種
営
業
人
員
四
名

右
之
通
二

御
坐
候
也

一

陶
器
ノ
製
出
高

水
二

和
シ
テ
用
ユ

一

本
焼

ゴ
ト
ニ

蓋

）

ヲ
副
ヘ
タ
ル
モ
ノ

消
高
松
木
廿
メ

嘗
濱
山
二

設
築
シ
タ
ル
窯
ノ
個
数
壱
登
リ
ニ
シ
テ
拾
個
ア
リ
窯
壱
個
ノ
床

大
小
仝
ナ
ラ
ズ
大
ナ
ル
モ
ノ
奥
行
五
間
巾
二
間
半
高
サ
一

丈
一

尺
小
ナ
ル
モ
ノ
奥
行

壱
間
半
巾
壱
間
高
サ
五
尺
窯
床
最
下
ヨ
リ
最
上
迄
傾
斜
ス
ル
コ
ト

五
島
陶
石
二

杵
ノ
皮
灰
ヲ
加
フ
此
分
量
ハ
四
季
ノ
季
節
二

由
テ
多
少
同

一

ナ
ラ
ズ

一

釉
薬

一

間
ニ
―

尺
ト
ス
其
式
タ
ル
ヤ
固
有
式
ナ
リ

一

本
窯

メ壱

煎
茶
類
ハ
八
百
個
両
種
ノ
内
毎
回
凡
十
分
ノ
一

損
シ
減
ス
薪
材
ノ
費

壱
I
ハ

七
拾
五
本
ヲ
云
ヒ

凡
ソ
）

ご
一
寸
角
ニ
シ
テ
長
一

尺一――
寸

本
焼
竃
一

登
一

回
二
焼
成
シ
得
ル
器
品
奈
良
茶
碗
類
三
万
組
（
皇
直
町
7
二

）

煎
茶
類
三
万
九
千
個
焼
成
中
歪
斜
二

由
テ
損
傷
セ
ル
器
品
ノ
平
均
数

一

回
ゴ
ト
ニ

十
ニ
ノ
分
焼
成
ノ
時
間
凡
七
昼
夜
薪
材
ノ
費
消
高
千
六
百
メ

ハ

七
拾
五
本
ヲ
云
フ

凡
ソ

脱
字

二
寸
角
ニ
シ
テ
長（
一

尺）
三
寸
ノ
モ
ノ

一

粉
飾
用
諸
顔
料
ノ
種
類
井
二

調
合
法

今
ヲ
距
ル
十
二
三
年
前
迫
ハ

支
那
製
品
ヲ
用
ヒ
シ
ガ
其
后
ハ
西
洋
品
ヲ
用
ユ
調

（
週）

合
法
コ
バ
ル
ト
百
目
二

細
薬
土
五
百
目
ヲ
加
へ

焼
和
シ
凡
一

周
間
石
臼
ニ
テ
摺
リ
是
ヲ

85. 営業人四名については、 「陶器製造沿革調」（長崎県立図書館郷土課所蔵「著名物産地表 、 陶器製造沿革調 、 諸会社一覧

表J勧業課商工務係事務縛 、 明治13年～同16年）に記載されているところによれば岩永幸一

、 原忠知 、 楠田与平、 安武峯

太郎である。

86. この濱皿山の報告にみられる表現には、 吉田山の報告と共通する部分が多い。 同一人物による報告かと想像される。
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成瀬

凡
五
分

之
レ
無
シ

明
治
十
七
年
十
二
月

一

磁
業
沿
革

藤
津
郡
八
本
木
村
皿
山

陶
器
営
（
業）

人
惣
代

岩
永
幸
一

88

 乗
田
貞
平

本
村
ノ
該
業
ハ

明
治
十
三
年
藤
津
郡
久
間
村
志
田
焼
ヲ
此
ノ
地
二

試
験
シ

十
四
年
一

月
ヨ
リ
製
造
シ
然
ル
后
志
田
焼
ノ
風
ニ
テ
ハ

利
益
些
少
ナ
リ
シ
故
初
テ

央
積
ヲ
試
験
シ
テ
今
尚
ホ
専
ラ
営
業
ト
ス

二
磁
器
原
料
ノ
土
石
産
地

磁
器
二

用
ユ
ル
石
ハ

先
ヅ
肥
後
国
天
草
郡
字
深
江
小
砂
床
伊
口
山
等
ヨ
リ

出
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
元
質
ト
シ
調
和
ス
ル
ニ

肥
前
国
杵
島
郡
真
手
（
野）

村
ノ
土
ヲ
以
テ
ス

一

土
石
産
出
高

一

原
料
ノ
準
備

磁
器
石
採
取
ノ
后
水
碓
ニ
テ
揚
砕
シ
細
粉
ヲ
水
二

和
シ
梢
二

沈
澱
ス
ル
ヲ
待

チ
薄
濁
リ
ノ
汁
ヲ
汲
取
リ
該
水
汁
能
ク
沈
下
シ
上
部
清
水
ト
ナ
ル
又
此
清
水
ヲ

マ

マヲ
分
チ
汲
取
リ
又
前
ノ
如
ク
漉
シ
分
ケ
ル
ナ
リ
此
ノ
操
作
二

由
テ
原
質
ノ
減
消
ス
ル
コ
ト

第
二
條
天
草
島
ノ
石
質
卜
真
手
野
村
ノ
石
質
卜
調
和
ス
ル
分
量
ハ
天
草
島

ノ
石
ヲ
元
ト
シ
真
手
野
村
ノ
石
ヲ
合
和
ス
ル
コ
ト
一

様
ナ
ラ
ズ
火
度
二

随
テ
ニ
分
或
ハ
三

磁
器
取
調
書

89

 

杵
島
郡
芦
原
村
成
瀬

右
戸
長

87. 岩永幸ーは「陶器製造沿革調J （長崎県立図書館郷土課所蔵「著名物産地表 、 陶器製造沿革調 、 諸会社一覧表」勧業課
商工務係事務悔 、 明治13年～同16年）に、 先の内野山における冨永消兵衛と北島佐太郎と同様 、 窯の所有者4名中の箪頭
に記されている。 中島浩氣著「肥前陶磁史考』によれば、 岩永幸ーは文久二年(1862年）より天草深江の原料を用いて磁
器を製造した人物という。

88. 乗田貞平は八本木村戸長
89. 成瀬は現在の武雄市成瀬である。 陶器の甕の産地としても知られるが 、 ここでは「磁器」取調書とし、 「磁」業沿革と

しており、 磁器生産についてのみを報告している。 明治十三年に6室の登窯1基を築窯したことについては中島浩氣著
「肥前陶磁史考』(207頁）の解説とも共通する。
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成瀬

一

本
焼

一

釉
薬

一

本
窯

造
杯
器
ハ
日
本
器
西
洋
器
ヲ
用
ユ
左
品
二

因
リ
石
膏
ヲ
模
型
二

用
ユ
ル

素
焼
窯
ハ

特
別
ノ
モ
ノ
ヲ
構
造
ス
凡
ソ
長
八
九
尺
幅
七
尺
計
リ
ニ
築
造
シ
尤

モ
孤
立
ト
ス
ル
ナ
リ
但
シ
焼
成
ヲ
得
ル
ノ
個
数
ハ

中
皿
本
皿
等
ノ
大
小
凡
三
千
大

小
ノ
鉢
八
百
計
薪
材
ノ
消
費
高
ハ

松
木
三
千
本
代
価
三
円
位

本
窯
ノ
個
数
窯
下
床
ヨ
リ
最
上
床
迫
六
個
ノ
所
一

個
ノ
窯
ノ
奥
行
各
床
一

様
ナ
ラ
ズ
最
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ

奥
行
三
丈
八
尺
幅
壱
丈
八
尺
順
次
二
小
狭
ナ
リ
最
小

ナ
ル
ハ

奥
行
一

丈
七
尺
幅
一

丈
建
築
法
ハ
未
ダ
欧
州
式
ヲ
用
ヒ
ズ
本
国
ノ
固
有
式

ニ
シ
テ
傾
斜
火
度
ハ

長
サ
七
尺
高
サ
一

尺
内
外
ト
ス

天
草
島
字
深
江
村
ノ
白
土
凡
五
分
杵
島
郡
真
手
野
村
ノ
石
五
分
ヲ
調

和
ス
是
二

加
味
ス
ル
ニ

薩
摩
国
産
ノ
杵
皮
灰
五
分
ヲ
調
和
ス
或
ハ
火
度
二

随
テ

四
分
半
或
ハ
四
分
卜
調
和
ス

本
焼
一

窯
一

回
二

焼
成
ヲ
得
ル
器
品
ノ
個
数
ハ
大
小
皿
大
小
鉢
平
均
七
千
個
焼

成
破
壊
歪
斜
ニ
テ
損
傷
セ
ル
モ
ノ
凡
ソ
三
十
分
ノ
一

ト
ス
焼
成
ノ
時
間
冬
日
九
時
間

夏
日
十
時
間
春
秋
九
時
間
餘
ニ
シ
テ
不
一

定
ナ
リ
薪
材
ノ
消
費
高

亦
不
一

定
ナ
リ
ト
雖
モ
凡
金
弐
拾
五
円
内
外
ト
ス

一

粉
飾
用
諸
顔
料
ノ
種
類
井
二

調
合
法

顔
料
絵
具
ハ

多
ク
西
洋
品
ノ
「
コ
バ
ル
ト」

一

素
焼

コ
ト
ア
レ
ド
モ
未
ダ
多
ク
用
ユ
ル
コ
ト
ナ
シ

分
ヲ
調
和
ス

一

造
杯

ヲ
用
ユ

該
「
コ
バ
ル
ト」

ノ
調
合
法
ハ
一

斤
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黒牟田山

杵
島
郡
真
手
野
村
字
黒
牟
田
山

，

副
島
亀

仝
郡
仝
村

田
中
民
助

仝
郡
仝
村

，゚

 

久
保
忠
造

杵
島
郡
芦
原
村

ト
ス
其
他
石
膏
ノ
模
型
ニ
テ
酬
徳
利
等
ヲ
製
ス

一

磁
器
ノ
製
出
高

明
治
十
四
年
ヨ
リ
十
六
年
迫
毎
年
製
造
器
品
一

ヶ

年
二

拾
五
萬
個

価
格
四
千
五
百
円
製
造
品
ノ
種
類
ハ

尺
三
寸
大
小
ノ
鉢
大
小
皿
ヲ
最
大

営
業
人
員
三
名

右
之
通
二

御
坐
候
也

明
治
十
七
年
十
一

月

陶
器
製
造
沿
革
調
書

一

陶
磁
業
沿
革

嘗
陶
器
製
造
ハ

何
人
ノ
創
業
二

係
ル
ヤ
詳
知
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
雖
モ
応
永

中
ノ
創
業
ニ
シ
テ
現
時
二

至
ル
ト
云
フ
中
年
迫
ハ

黒
色
粗
雑
ノ
土
瓶
等
ヲ

製
造
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
其
業
繁
盛
ナ
ラ
ザ
リ
シ
ニ
ニ
十
年
前
現
今
営
業
人
丸
田
弥

助
ナ
ル
モ
ノ
数
年
精
励
刻
苦
シ
テ
彼
ノ
京
焼
卜
称
ス
ル
モ
ノ
ニ

類
ス
ル
青
色
ノ

土
瓶
等
ヲ
製
造
ス
ル
コ
ト
ヲ
発
明
シ
追
年
該
器
ノ
発
行
ス
ル
ニ

従
ヒ
五
六

二

西
松
浦
郡
有
田
山
井
二

東
彼
杵
郡
波
佐
見
村
等
ノ
土
五
斤
ヲ
混
和
ス

90. 久保忠造 、 田中民助は明治6年に成瀬に築いた窯によって 、 甕を生産していた。 甕については年生産額5000余円であっ
たことが中島浩氣著『肥前陶磁史考』(207頁）にみられる。 この取調書に、 その陶器甕の生産について報告がないのには
理解に苦しむ。 両名は副島亀三とともに磁器窯を明治13年に開窯したものの、 磁器窯は明治23年に、 甕の窯は明治24年に
廃窯されたとあり、 明冶時代の窯業経営の難しさがしのばれる。

91. 副島亀三に 、 明治18年の五品共進会にて賞牌（七等賞95人のうち17人が佐賀の陶磁器製造者）が授与されている。 中島
浩氣著『肥前陶磁史考』207頁および有田町発行『有田町史 商業編2』35頁

92. 応永年間は西暦1394-1411年。 当地の窯業がここまで遡ることを裏付ける史料はない。
93. 丸田弥助については不明。 青色の釉薬をかけた土瓶の製造の発明者として記述されている。 この青釉の土瓶はこの黒牟

田の主生産品であった。
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黒牟田山

ル
薪
材
百
九
拾
弐
貰
目
其
代
価
金
壱
円
弐
拾
銭

一

原
料
ハ

淡
黒
色
ノ
粘
土
ニ
シ
テ
杵
島
郡
真
手
野
村
字
藤
原
ヨ
リ
採

取
ス
之
レ
ニ

所
在
ノ
赤
土
ヲ
混
和
ス
ル
凡
三
分

一

原
料
ノ
採
出
高
毎
年
平
均
三
十
萬
斤
ニ
シ
テ
赤
土
ハ

則
チ
其
三
分
二

止

ル
此
ノ
価
粘
土
赤
土
皆
本
年
ノ
価
壱
万
斤
二

付
弐
円
乃
至
三
円

（
掘）

一

原
料
ノ
準
備
ハ

粘
土
堀
採
ノ
后
之
ヲ
細
断
シ
之
二

赤
土
三
分
ヲ
加
へ

混

和
ス
ル
数
回
其
ノ
操
作
二

由
リ
原
質
ヲ
減
消
ス
ル
百
分
ノ
五

一

造
坪
ハ

別
二

石
膏
等
ノ
模
型
ヲ
要
セ
ズ
一

種
ノ
豪
車
ニ
テ
職
工

之
ヲ
製
造
ス

一

素
焼
窯
三
個
ヲ
設
立
ス
其
構
造
窯
内
面
積
三
坪
高
サ
平
均
四

尺
窯
一

箇
二

付
一

回
ノ
素
焼
器
品
小
大
凡
一

千
六
百
箇
ニ
シ
テ
之
二

費
消
ス

一

本
焼
ハ

下
床
ヨ
リ
最
上
床
迫
拾
個
ニ
シ
テ
最
上
床
ヨ
リ
下
第
四
段
床
二

至
ル
ハ

奥
行
四
間
幅
員
弐
間
強
第
五
段
床
ヨ
リ
奥
行
幅
員
ト
モ
順

序
一

割
五
分
ヲ
減
シ
最
下
床
ハ

奥
行
壱
間
半
幅
員
五
尺
位
二

至
ル
斜
度

マ

マ

ハ

壱
尺
ヲ
ニ

付
一

寸
六
分
ノ
傾
度
ニ
シ
テ
固
有
式
ヲ
以
テ
構
造
ス

一

釉
薬
ノ
調
合
ハ
一

種
ハ

真
手
野
村
赤
穂
山
産
ノ
陶
土
壱
貰
目
二

緑
青

壱
貰
弐
百
目
及
ビ
藁
灰
壱
貰
二
百
目
木
灰
壱
貰
二
百
目
ヲ
水
ニ
テ
溶

解
シ
之
ヲ
青
色
ノ
陶
器
壱
千
個
ノ
用
ト
ス

一

種
ハ

仝
陶
土
壱
貫
目
卜
鉄
粉
六
百
目
木
灰
壱
貰
二
百
目
ト
ヲ
水
ニ
テ
溶

解
シ
之
ヲ
黒
色
ノ
陶
器
一

千
個
ノ
用
ト
ス

一

本
焼
ハ
一

回
二

付
窯
中
二

積
込
ム
モ
ノ
精
粗
大
小
大
凡
壱
万
四
千
個
火
入

時
間
ハ
七
拾
二
時
間
ニ
シ
テ
其
后
五
日
乃
至
七
日
ヲ
経
過
シ
（
疇
這
的
パ）

始

ノ
七
八
ニ
シ
テ
各
県
二

売
出
ス
ル
モ
ノ
概
ネ
之
ノ
ミ

年
前
二

至
リ
漸
ク
繁
盛
ノ
勢
ヲ
占
メ
目
下
焼
成
ノ
器
中
該
品
殆
ド
十

94. くだんの青釉の製法が述べられている。 磁灰と緑行（酸化銅）が用いられていることがわかる。 一方黒釉については、

木灰と鉄粉が用いられている。

95. 焼成時間が72時間というのは他とくらべ長時間である。
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黒牟田山
小田志村

十
七
年
度

十
六
年
度

千
百
七
十
六
円

十
五
年
度

金
四
拾
五
円

一

粉
飾
用
諸
顔
料
ヲ
用
ヒ
ズ

一

明
治
十
一

年
ヨ
リ
十
七
年
二

至
ル
マ
デ
製
造
高
及
ビ
製
造
品
ノ
種
類

十
二
年
度

十
三
年
度

製
造
高

拾
万
五
拾
個

九
万
八
千
個

九
万
八
拾
個

陶
磁
器
取
調
書

一

陶
磁
業
沿
革

（
村）

本
村
ノ
該
業
沿
革
ハ

古
来
ノ
ロ
碑
二

拠
ル
ニ

文
禄
元
年
豊
臣
秀
臣

公
征
韓
ノ
時
降
伏
帰
朝
ノ
韓
人
創
メ
テ
土
器
ヲ
此
地
二

製
出
シ
タ
リ
世
ニ

所
謂
高
麗
焼
則
是
レ
ナ
リ
土
人
其
法
ヲ
偲
習
シ
来
リ
シ
モ
休
後
長
崎

98

 

港
二

渡
航
ス
ル
南
京
人
ヨ
リ
磁
器
製
ノ
法
ヲ
偲
習
シ
自
然
卜
彼
ノ
土
器

十
四
年
度

九
万
五
拾
個

九
万
千
個

十
万
五
百
五
十
個

十
一

年
度

拾
萬
千
個

年
度

製
造
品
種
別

6，

 

青
土
瓶

雪
平

仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝仝

千
三
百
六
円
五
十
銭

千
六
百
円

弐
千
四
拾
円

弐
千
百
拾
円

千
八
百
二
十
円

九
百
八
十
円

売
価

明
治
十
一

年
ヨ
リ
十
七
年
二

至
ル
陶
器
取
調
表

営
業
人
員
等
ハ

左
表
二

掲
示
ス

三
ヲ
損
傷
ス
但
シ
本
焼
一

回
二

付
費
消
ス
ル
薪
材
四
万
五
千
斤
此
代

テ
開
窯
ノ
度
ト
ス
焼
成
中
破
壊
歪
斜
等
ニ
テ
毎
回
平
均
拾
分
ノ

営
業
人
名
及
ビ
人
員

7
 
，

 

丸
田
弥
助

及
ビ
壱
人

仝
人
仝仝

人
仝仝

人
仝仝

人
仝仝

人
仝仝

人
仝

96. 青色の土瓶と雷平鍋が主力生産であったのであろう。

97. 営業人が丸田弥助ともう一 人の合計二名のみとなっているが、 この取調では登窯l基のみの報告だけにとどまっている

が、 黒牟田地区には多くの窯元があったと考えられる。

98. 小田志における磁器生産の開始時期については不明であるが、 享保年間に神六山と祖頭先の谷から陶石を発見したとい

う説があるという。 中島浩氣著『肥前陶磁史考』176頁
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小田志村

一
造
坪

斤
百
斤
ノ
価
金
六
銭
営
業
人
員
五
人
ナ
リ
右
仝
年
間
磁
器
用
石
採

製
卜
轄
換
シ
タ
リ
シ
ナ
リ
但
シ
該
土
器
製
モ
全
ク
廃
シ
タ
リ
ト
モ
云
ヒ
難

シ
子
今
甕
摺
鉢
半
銅
等
ヲ
製
造
ス
レ
バ
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
言
フ
ト
キ
ハ
陶
器
ハ

（
野
紅）

昔
時
ヨ
リ
大
二
衰
タ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
磁
器
（
麟
頑
謬）
二
至
リ
テ
ハ
日
ヲ
追

テ
月一
月
二
精
密
ヲ
加
工
現
今
二
至
リ
テ
ハ
日
ヲ
追
テ
美
妙
ノ
域
二
進
ミ
内

国―
ニ
ノ
地
位
ヲ
争
ハ
ン
ト
ス
ト
云
フ

一
陶
磁
器
原
料
ノ
土
石
産
地

IOI陶
器
二
用
ル
土
ハ
肥
前
国
杵
島
郡
小
田
志
村
及
ビ
隣
村
永
野
村
等
ヨ
リ

出
ル
処
ノ
粘
土
等
ヲ
混
和
シ
之
ヲ
用
ユ

102

磁
器
二
用
ュ
ル
石
ハ
先
ヅ
肥
後
国
天
草
島
字
深
江
小
砂
床
高
濱
ヨ

リ
出
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
元
質
ト
シ
調
和
ス
ル
ニ
肥
前
国
杵
島
郡
神
六
村
字

権
現
山
ノ
石
ヲ
以
テ
ス

一
土
石
産
出
高

明
治
十
二
年
ヨ
リ
十
六
年
迫
五
ヶ
年
間
陶
器
用
粘
土
毎
年
平
均
百
二
十
万

掘
高
三
十
六
万
斤
百
斤
二
付
弐
拾
銭
営
業
人
員
十
八
人
但
シ
此
條
ハ
肥
後

国
天
草
島
二
関
ス
ル
ヲ
以
テ
年
々
明
細
調
査
ス
ル
ヲ
得
ズ
因
テ
概
略
ヲ
記
ス

一
原
料
準
備

磁
器
石
採
取
ノ
后
水
車
水
碓
等
二
掲
砕
シ
粉
末
ヲ
水
二
和
シ
梢
二
沈
澱

ス
ル
ヲ
待
チ
薄
濁
ノ
汁
ヲ
汲
取
リ
該
水
汁
能
沈
澱
シ
上
部
清
水
ト
ナ
ル
ト
キ
又

此
清
水
ノ
分
ヲ
汲
取
リ
前
ノ
如
ク
シ
テ
減
少
ス
ル
コ
ト
凡
四
分

第
二
條
天
草
島
ノ
石
質
卜
神
六
村
ノ
石
質
卜
調
合
ス
ル
分
量
ハ
天
草
島
ノ

石
ヲ
元
ト
シ
神
六
村
ノ
石
ヲ
和
合
ス
ル
コ
ト一
様
ナ
ラ
ズ
火
度
二
随
テ
或
ハ
ニ
分
三
分
五

分
六
七
分
ヲ
調
合
ス

99. 小田志は江戸初期から甕屋窯(1~4号窯跡が発掘調査されている。）をはじめ、 二彩唐津や三島手の大皿などの陶器
製品を製造していた地区として知られる。

100．明治期の小田志の磁器は上質で精巧なものをめざしていた。10の窯元が明治14年の第二回内国勧業博覧会に出品し、 さ
らに明治18年の五品共進会では松尾喜三郎に功労致および六等買 、 樋口平兵衛に六等践が授与されている。 また 、 明治20
年には樋口治実によりいわゆる含珠焼が発明されている。

101．原料についても陶器用と磁器用と二種類が説明されている。
102．小砂床は古座床とも記されており、 志田と白壁でも磁器原料として報告されている。
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小田志村

「
コ
バ
ル
ト
」

ヲ
用
ユ
人
二

由
リ
品
二

因
リ
往
古
ヨ
リ

不
一

定
ナ
リ
薪
材
ノ
費
消
モ
亦
不
一

定
卜
雖
モ
凡
金
拾
五
円
内
外
ト
ス

一

本
焼

一

本
焼

一

素
焼

ク
用
ル
コ
ト
ナ
シ

造
江
器
ハ

輪
車
ヲ
用
ユ
左
品
ニ
ヨ
リ
石
膏
ノ
模
型
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
ア
レ
ド
モ
未
ダ
多

素
焼
窯
ハ

特
別
ノ
モ
ノ
ヲ
用
ル
ナ
リ
時
宜
二

因
リ
本
焼
窯
ノ
最
上
床
二

施

行
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ド
モ
未
ダ
通
常
二

用
ヒ
ズ
素
焼
窯
構
造
ハ
凡
八
尺
幅
七
尺
斗

二
建
築
シ
尤
モ
孤
立
ト
ス
ル
ナ
リ
一

度
素
焼
奈
良
茶
碗
千
組
餘
ヲ
焼
キ

得
ル
ナ
リ
薪
木
消
費
代
価
金
凡
五
拾
銭
ナ
リ

各
所
二

築
設
ア
ル
窯
ノ
数
ハ

弐
拾
個
或
ハ

拾
個
ヨ
リ
五
六
個
ト
ス
各
床
ノ

奥
行
幅
員
不
一

定
最
大
ナ
ル
ハ

奥
行
二
丈
六
尺
幅
壱
丈
七
尺
ニ
シ
テ
順
次

二

小
狭
ナ
リ
最
小
ナ
ル
モ
ノ
ハ

奥
行
壱
丈
五
尺
幅
七
尺
餘
ト
ス
建
築
法
ハ

未
ダ
欧

州
式
ヲ
用
ヒ
ズ
本
邦
ノ
固
有
式
ニ
シ
テ
傾
斜
火
度
ハ

長
六
尺
二

高
倍
八
寸
内

外
ト
ス

一

釉
薬

103

 封
馬
島
産
出
ノ
白
土
凡
六
分
南
松
浦
郡
五
島
産
ノ
白
土
三
分
杵
島
郡

神
六
村
産
出
ノ
石
壱
分
ヲ
和
合
シ
之
二

加
味
ス
ル
ニ

薩
摩
国
産
ノ
杵
灰
ヲ
六

分
或
ハ
四
分
三
分
卜
調
和
ス

本
焼
一

窯
一

回
二
焼
成
リ
得
ル
器
品
ノ
個
数
ハ

奈
良
茶
碗
ニ
シ
テ
平
均
三
千

八
百
組
ト
ス
焼
成
中
破
壊
歪
斜
ニ
テ
損
傷
ス
ル
モ
ノ
凡
三
十
分
ノ
一

ト
ス
焼
成
ノ

時
間
ハ

冬
日
ハ
八
時
間
以
内
夏
日
ハ
九
時
間
十
時
間
春
秋
ハ
八
時
間
餘
ニ
シ
テ

一

粉
飾
用
諸
顔
料
ノ
種
類
井
二

調
合
法

顔
料
絵
具
ハ

多
ク
ハ
西
洋
品
ノ

103 ． 釉薬の基礎には対馬産、 五島産の白土がつかわれている。 この記述は内野山の釉薬調合に類似している。
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小田志村

用
ル
所
ノ
支
那
産
碗
青
ヲ
加
味
ス
該
□
コ
バ
ル
ト」
ノ
調
合
法
ハ
是
亦
不一
定
ト

血i

雖
モ
大
概
杵
島
郡
神
六
村
西
松
浦
郡
有
田
山
東
彼
杵
郡
波
佐
見
村

等
ノ
磁
石
坑
中
ヨ
リ
鉛
分
ヲ
含
有
ス
ル
土
ヲ
取
リ
是
二
加
ユ
ル
ニ
杵
皮
灰
ヲ
以
テ
シ

105

 

「
コ
バ
ル
ト」

一
斤
二
該
土
卜

灰
ト
ヲ
混
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
五
斤
内
外
卜

混
和
ス
右
ノ
外
昨
今
年

ヨ
リ
錦
絵
ノ
粉
飾
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
ト

雖
モ
未
ダ
創
業
ニ
シ
テ
記
載
ス
ル
ニ
由
ナ
シ

一
陶
磁
器
ノ
製
出
高

十
二
年
分
器
品
数
八
拾
九
万
二
千
八
百
個
価
四
万
三
千
五
百
三
十
円
営
業

人
員
二
拾
二
人

右
之
通
二
御
坐
候
也

明
治
十
七
年
十一
月
十
五
日

小
田
志
村
外一
村
戸
長

明
治
十
二
年
ヨ
リ
十
六
年
辿
五
ヶ

年
間

淵 106

龍
之
蔽�

十
三
年
仝
八
拾
七
万
八
千
四
百
個
仝
四
萬
三
千
三
百
二
十
円
仝
二
十
二
人

十
四
年
分
仝
七
拾
八
万
個
仝
三
万
八
千
〇
拾
六
円
仝
二
十
二
人

十
五
年
仝
四
拾
二
万
九
千
六
百
個
仝
壱
万
二
千
二
百
八
拾
八
円
仝
拾
九
人

十
六
年
仝
三
拾
九
万
個
仝
七
千
八
百
円
仝
拾
二
人

右
製
造
器
品
ノ
種
類
ハ
第一
奈
良
茶
碗
煎
茶
碗
小
皿
等
ヲ
最
大
額
ト
ス

其
他
鉢
丼
等
ヲ
製
ス
ル
コ
ト
ア
リ
又
陶
器
ハ
甕
摺
鉢
半
銅
等
ノ
類
ナ
リ

104. コ バルトの稀釈に波佐見の土が使用されている。 これによると鉛分を含有している土の特性が適していたものという。

同様に波佐見の土をもって コ バルトを稀釈するという解説があるのは内野山と成瀬においてみられる記述である。
105．本年より色絵生産が試みられていることがこの記述からわかる。

106．淵龍之飛は神六村および小田志村の戸長。 明治12年には袴野祁戸長であった。 明治14年には小田志学区 、 神六学区の学

務委員に、 明治17年には杵島郡役所増築役を寄付するなど、 地域行政において貢献している。「武雄市史中巻」180-186頁
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小侍村

一

本
焼

傾
斜
ノ
度
凡
六
拾
度
内
外
直
立
一

丈
ニ
シ
テ
固
有
式
ナ
リ

窯
ノ
個
数
一

個
ニ
シ
テ
最
下
床
ヨ
リ
最
上
床
マ
デ
九
個
ナ
リ
而
シ
テ
最
下
床
ハ

奥

行
一

間
五
合
幅
一

間
ニ
シ
テ
上
床
二
至
ル
毎
ト
ニ

奥
行
巾
共
漸
次
八
分
ヲ
増
ス

本
焼
一

回
二

焼
成
シ
得
ル
器
品
ノ
個
数
千
二
百
五
拾
個
ニ
シ
テ
焼
成
中
破
壊
歪

一

本
窯

本
焼
窯
二

於
テ
施
行
シ
別
段
素
焼
窯
ヲ
用
エ
ズ

一

素
焼

通
例
ノ
磁
器
製
造
二

仝
ク
輪
車
二

載
テ
成
形
セ
リ

一

造
杯

減
シ
テ
一

名
ト
ナ
レ
リ

肥
前
国
小
城
郡
小
侍
村
字
砂
原

一

右
土
産
出
高
等

一

陶
業
沿
革

二
百
年
以
前
揺
疇
杵
島
郡
梅
野
村
ノ
住
民
来
リ
テ
業
ヲ
創
メ
飼
来

永
続
今
日
二
至
レ
リ

一

陶
器
原
料
ノ
土
産
地

四
拾
年
以
前
ノ
産
出
高
詳
カ
ナ
ラ
ズ
ト
雖
モ
四
拾
年
以
降
毎
年
ノ
掘
採
高

拾
七
万
五
千
斤
此
ノ
価
額
三
拾
五
円
八
拾
銭
営
業
人
員
三
名
ナ
リ
シ
ニ

現
今

一

原
料
準
備

採
取
ノ
后
揚
砕
淘
汰
ノ
操
作
二

由
テ
原
質
ノ
減
消
ス
ル
コ
ト
凡
五
分
即
チ
百
斤

ニ

付
五
斤

陶
器
取
調
書

-

'
’

 

。小
城
郡
小
侍
村

107 ． 小城郡小侍村は現在多久市北多久町小侍。 ここに報告されている窯は前田甕窯跡のことと推測される。 現在も天井部ま
で残存している。 現存するものは11室あるが、 第10 、 11室は昭和期に増築されたものという。佐賀県教育庁文化財課『肥
前古陶磁窯跡（第一分冊）』82頁
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小侍村
久留間村

ヨ
リ
産
ス

斜
等
二

由
テ
損
傷
セ
ル
器
品
ノ
平
均
個
数
弐
割
即
チ
一

回
二

付
弐
百
五
拾
個

焼
成
ノ
時
間
最
下
床
ハ

四
拾
八
時
間
最
上
床
ハ

其
半
ヲ
減
セ
リ
薪
材
ノ

一

陶
器
ノ
製
出
高

109

 

佐
賀
郡
久
留
間
村

四
十
年
以
降
毎
年
製
造
ノ
器
品
千
個
ニ
シ
テ
此
価
百
拾
二
円
製
造
品

108

 

ハ

瓶
鉢
徳
利
盟
ノ
類
営
業
人
員
一

名

一

陶
砒
器
業
沿
革

陶
磁
器
取
調
書

明
治
五
年
七
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108．瓶は甕の ことを意味するものと考えられる。 明治期の文献には甕を瓶と表記することが多い。
109. この窯場は位悩関係からいって、 横馬場窯跡のことであろう。「佐賀県辿跡地図（佐城地区）j迅跡番号6005 佐賀郡久

留間村の陶磁器生産については長崎県立図書館郷土課所蔵『著名物産地表 、 陶器製造沿革調、 諸会社一認表」勧業課商工

務係事務悔、 明治13年～同16年には地図も記載されている。 しかし、 既に経営難で生産を止めてしまっていることが記述

されている。 列記されている営業人名も、 この報告と異なっている。
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久留間村
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白壁村
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110 ． 古座床のことであろうか。
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白壁山
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111．営業人員三十人とあるが、 これは職工を含めた数であろう。 この窯においては5人で営業していることが冒頭にある。

しかし「陶器製造沿革調J （長崎県立図書館郷土課所蔵「著名物産地表 、 陶器製造沿革調、 諸会社一 魏表」勧業課商工務
係事務縛明治13年～同16年）においては、 明治15年3月付けで陶器製造人として執行藤太夫、 山崎一兵衛 、 坂井官吉、
桝谷判平 、 桝谷勇七 、 坂田仁兵衛 、 佐藤判七 、 武富直胤 、 藤永市助（戸長）らの名が列記されている。 9名から5名に減
少しており 、 営業は難しい情況にあったのであろう。

112.白石の桝谷家は、 杵島郡成瀬から移ってきたといわれる（中島浩氣著「肥前陶磁史考」58頁）。 しかし、 長崎県立図書

館郷土課所蔵「陶器製造沿革調」（長崎県立図書館郷土課所蔵「著名物産地表 、 陶器製造沿革調、 諸会社一 闘表J勧業課
商工務係事務簿、 明治13年～同16年）における沿革史には、 同人は大川内市ノ瀬から移ったと解説されている。 また、 同
資料で党政2年に大川内からの移住者として佐藤百十、 山口卯惣次 、 坂口栄蔵、 中山宗十の名があげられている。
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右
戸
長

113,この記述によれば協力会社は明治16年7月より営業を開始したことがわかる。 明治17年6月27日に設立と伝えられる文

献もあり、 確実な創業年月日についてはまだ疑問の余地がある。 協力会社は、 士族が廃藩置県によって与えられた金禄公

俵をもとに設立された。 製品では「愛媛県伊予匡l五十崎芳太郎作／明治十八年十月吉日／協力会社造」の銘がはいる白石

神社の一対の染付磁器燈籠（北茂安町重要文化財）が有名である。 五十崎芳太郎は松山市出身と考えられ、 肥前で修行し

のち愛媛に帰り三間のちに砥部の坂本窯、 小笠原窯で活躍した陶工。 創業から間もない時代の協力会社の意気込みが伝え

られる。『北茂安町史」「第五編第七章北茂安の窯業」（宇治 章執節）589頁および石岡ひとみ「陶工五十崎芳太郎と雲龍

文細工について」90頁 愛媛県歴史文化博物館発行『伊予陶砒器関係査料（三間焼窯道具）』所収

114 ． 古座床のことであろう。
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115．赤絵薬とあるので、 協力会社では色絵製品も生産していたことが推測される。

116．田中英一 （弘化元年1844年生 ー 大正5年没）は明治14年長崎県議会談員となる。 明治15年には白壁の陶器製造人の一人

であったが、 協力会社の設立に際し社長に就任している。 明治18年開催の五品共進会には花瓶と植木鉢（両者とも土焼と

表記されている）も出品し、 共進会開催にともなう陶磁器に関する会議には手塚五平とともに参加している。 そこで田中

英ーも地元の陶磁器生産について現況を述べている。 これによると田代山の陶磁器生産は一昨年に泊れ、 古河村の一 ヶ所

についても同様と報告している（「有田町史 商業編2」34頁）。 さらに明治20年には基誹養父、 三根、 神崎、 佐賀、 小城

の6郡の陶業組合組長となったが、 明治35年には協力会社もメインバンクであった白石銀行の休業により磁器生産も廃業
したとされる。
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117 ． 養父郡江島村熊山（現鳥栖市江島町）の窯業について、 長崎県立図書館郷土課所蔵「陶器製造沿革調J （長崎県立図書

館郷土課所蔵『著名物産地表 、 陶器製造沿革調 、 諸会社一院表』勧業課商工務係事務悔、 明治13年～同16年）では熊山の
陣内常吉によって報告されている。 この報告がなされた明治17年に至り廃業となったことがわかる。
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118． 基魏郡田代村（現烏栖市田代町）の窯業は明治 8年に創業し、前述の田中英ーが会議において語っているように明治16年

には廃業していることがわかる（前注116参照）。 したがってこの取調においても生産高は明治15年までが報告されている。

.
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119 ． 天草の高浜の陶石を用いている。
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120．養父郡牛原村字東河内（現烏栖市牛原町）の窯業で、 前述の田中英一の会談において「有田町史 商業編2」に古河村

とあるのはおそらく東河村の誤りでこの窯業地のことを指しているものと考えられる。 長崎県立図書館郷土課所蔵「陶器

製造沿革調j （長崎県立図書館郷土課所蔵「著名物産地表、 陶器製造沿革調、 諸会社一 覧表』勧業課商工務係事務悔、 明

治13年～同16年）では、 立石郡右ヱ門により報告されている。 ここでは文政11年の開窯と記載されているが、 この地域の

古窯跡では、 四阿屋窯が知られている。 この窯業地の報告をもって陶磁器取調は終わる。
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